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１ 「みえリニア戦略プラン（仮称）」策定の趣旨

2

⚫ リニアは日本を大きく成長させる原動力となる国家的プロジェクト

✓ リニア中央新幹線（以下「リニア」という。）は、東京－名古屋－大阪間の時間距離の大幅な短縮により三大都市圏を結ぶ「日本中央回廊」を形成
し、巨大な経済圏を生み出します。また、東京・大阪間の東海道新幹線との二重系化による災害に強い国土を形成するなど、わが国の新たな国土の
大動脈として経済社会を支え、日本経済の再生に向けた動きを加速させ、さらに日本を大きく成長させる原動力となる国家的プロジェクトです。

⚫ リニアは先行開業（品川ー名古屋間）と全線開業（品川ー大阪間）の２段階の開業予定

✓ リニアは先行開業と全線開業の２段階での開業予定となっています。事業主体の東海旅客鉄道株式会社は品川－名古屋間の工事完了予定時期を2027
（令和９）年以降とし、工期の見通しが立った段階で、改めて工事完了予定時期の変更の認可申請を行う予定としています。

✓ この先行開業により、品川－名古屋間の所要時間は40分に短縮します。これにあわせて、名古屋駅周辺では再開発事業が進められています。また、
リニア中間駅（神奈川県内、山梨県内、長野県内、岐阜県内）では各県の特性を生かした実現したいビジョンが掲げられ、「リニア中間駅を始めと
した新たな広域圏形成」への議論が進んでいます。三重県においても名古屋までの先行開業、大阪までの全線開業で本県が飛躍的に発展するチャン
スであり、リニア効果の発現を期待だけでなく必然へとするためのプランを検討していきます。

⚫ 「めざす三重の姿」を実現するための「みえリニア戦略プラン（仮称）」をとりまとめ

✓ 三重県では2024（令和６）年３月に「三重県リニア基本戦略」を策定し公表しました。この基本戦略では、「リニア時代の新たなライフスタイルの
創出」、「新たな玄関口からはじまる観光交流の拡大」、「新たな玄関口から生まれるビジネス交流の拡大」の３つの戦略と、これら戦略を支える
基盤づくりを掲げています。「みえリニア戦略プラン（仮称）」は、その３つの戦略及び戦略を支える基盤づくりにおける具体な取組案を検討し、
「めざす三重の姿」を実現するために重点的に展開するプロジェクトについてとりまとめるもので、市町、県内経済団体、交通事業者等の意見を踏
まえ、先行開業及び全線開業のインパクトを県内全域に拡げる取組を中心にまとめています。

◆世界に類をみない魅力的な経済集積圏域の形成◆日本中央回廊による効果の全国的波及イメージ

出典：内閣官房「リニア開業に伴う新たな圏域形成に関する関係府省等会議」中間とりまとめ（案）（令和6年9月）



２ リニアがもたらすインパクト

⚫ リニア三重県駅の120分圏は先行開業により名古屋以東に拡大、全線開業により大阪以西に拡大

✓ 先行開業では、名古屋以東の中間駅及び品川駅を中心に拡大します。

✓ 全線開業では、大阪以西の兵庫県や和歌山県の西日本の一部まで拡大します。

✓ リニア三重県駅の120分圏人口は、リニアなしの約2,800万人に対して、先行開業時に約3,000万人、全線開業時には約6,000万人に拡大します。

リニアなし（JR亀山駅発） 先行開業（JR亀山駅発） 全線開業（JR亀山駅＋10分発）

品川駅

神奈川県駅

山梨県駅

長野県駅

岐阜県駅

名古屋駅

JR亀山駅

６０分圏

１２０分圏

品川駅

神奈川県駅

山梨県駅

長野県駅

岐阜県駅

名古屋駅

三重県駅

奈良県駅

大阪市駅

品川駅

名古屋駅

JR亀山駅

◆リニア開業によるリニア三重県駅（JR亀山駅）起点の時間圏の広がり

出典：「全国総合交通分析システム（NITAS）ver3.1」より作成。対象とする交通モードは鉄道・道路とし、リニアなしは2021（令和3）年3月時点のネットワーク、先行開業と全線開業は国土交通省及び各県が取りま
とめた「新広域道路交通計画」（2021（令和3）年3月）に記載のある高規格道路（供用中、事業中、調査中）を含めて算出。3



２ リニアがもたらすインパクト

⚫ 品川起点の120分圏に含まれるカバー人口は、リニアなしは約2.7万人、全線開業は約133.5万人と約50倍に拡大します。

✓ 先行開業では品川120分圏は北勢地域まで拡大します。

✓ 全線開業では品川120分圏は伊賀地域、中南勢地域まで拡大します。

◆リニア開業による品川起点の時間圏の広がり

リニアなし 先行開業 全線開業
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６０分圏

９０分圏

１２０分圏

１80分圏

品川 品川 品川

リニア三重県駅

名古屋駅名古屋駅名古屋駅

北勢

中南勢

伊勢志摩

東紀州

伊賀

北勢

中南勢

伊勢志摩

東紀州

伊賀

北勢

中南勢

伊勢志摩

東紀州

伊賀

60分圏  0人
90分圏  0人
120分圏 2.7万人
180分圏 127.8万人

60分圏  0人
90分圏 17.3万人

120分圏 80.2万人
180分圏 170.1万人

60分圏  0人
90分圏 29.6万人
120分圏 133.5万人
180分圏 173.3万人

カバー人口 カバー人口 カバー人口
熊野市駅
290分

尾鷲駅
260分

伊勢市駅
200分

熊野市駅
240分

尾鷲駅
210分

伊勢市駅
150分

熊野市駅
215分

尾鷲駅
185分

伊勢市駅
125分

出典：「全国総合交通分析システム（NITAS）ver3.1」より作成。対象とする交通モードは鉄道・道路とし、リニアなしは2021（令和3）年3月時点のネットワーク、先行開業と全線
開業は国土交通省及び各県が取りまとめた「新広域道路交通計画」（2021（令和3）年3月）に記載のある高規格道路（供用中、事業中、調査中）を含めて算出。人口は令和2
年国勢調査の人口を参照。なお、上記時間圏図内の伊勢市駅、尾鷲駅、熊野市駅に記載している時間は鉄道利用のみの時間を表示。



２ リニアがもたらすインパクト

⚫ 大阪起点の120分圏に含まれるカバー人口は、リニアなしは約84.0万人、全線開業は約171.4万人と約2倍に増えます。

✓ 全線開業では大阪90分圏は北勢地域、中南勢地域、伊勢志摩地域まで拡大します。

◆リニア開業による大阪起点の時間圏の広がり

リニアなし 先行開業 全線開業

大阪 大阪 大阪

リニア三重県駅

名古屋駅名古屋駅名古屋駅

北勢

中南勢

伊勢志摩

東紀州

伊賀

北勢

中南勢

伊勢志摩

東紀州

伊賀

北勢

中南勢

伊勢志摩

東紀州

伊賀

熊野市駅
225分

尾鷲駅
195分

伊勢市駅
135分

熊野市駅
225分

尾鷲駅
195分

伊勢市駅
135分

熊野市駅
175分

尾鷲駅
145分

伊勢市駅
85分

６０分圏

９０分圏

１２０分圏

１80分圏

60分圏 0人
90分圏 10.6万人

120分圏 84.0万人
180分圏 171.6万人

60分圏  0人
90分圏 10.6万人
120分圏 84.0万人
180分圏 171.6万人

60分圏 40.8万人
90分圏 154.8万人

120分圏 171.4万人
180分圏 177.0万人

カバー人口 カバー人口 カバー人口
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出典：「全国総合交通分析システム（NITAS）ver3.1」より作成。対象とする交通モードは鉄道・道路とし、リニアなしは2021（令和3）年3月時点のネットワーク、先行開業と全線
開業は国土交通省及び各県が取りまとめた「新広域道路交通計画」（2021（令和3）年3月）に記載のある高規格道路（供用中、事業中、調査中）を含めて算出。人口は令和2
年国勢調査の人口を参照。なお、上記時間圏図内の伊勢市駅、尾鷲駅、熊野市駅に記載している時間は鉄道利用のみの時間を表示。



２ リニアがもたらすインパクト

⚫ 観光インパクト

✓ 国土交通省の全国総合交通分析システム（NITAS）によって求められたリニア全線開業による地域間の所要時間と、発着地の人口や観光関連従業者数
の関係から、時間短縮による入込客数への影響を統計的に分析しました。

✓ 既存の入込客数のうちリニア利用が想定される広域流動を対象に推計すると、もともとの入込客が多くかつ広域流動の割合の高い地域で入込客数の
増加が見込まれます。

■リニア開業による時間短縮がもたらす入込客数延数への影響 －リニアによって増加する観光入込客数延数－
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※自動車利用等の県内及び隣接県からの入込客数含む ※東京方面からの広域流動を対象 ※東京及び大阪方面からの広域流動を対象

（万人/年） （万人/年） （万人/年）

リニアなし（R6年実績値） 先行開業（R6年実績値に対する増加分） 全線開業（R6年実績値に対する増加分）

出典：「全国総合交通分析システム（NITAS）ver3.1」の所要時間データ、三重県「令和6年観光レクリエーション入込客数統計書・観光実態調査報告書」を元に推計 6



２ リニアがもたらすインパクト

⚫ リニアの経済効果（先行開業）は約11.0兆円、（全線開業）は約16.8兆円

✓ リニアの先行開業による経済効果（便益）は約11.0兆円といわれています。この経済効果は、時間短縮が大きく発現すること、産業・経済集積が大
きい地域において大きく享受できます。

✓ リニアの沿線地域を始めとして経済活動を通じて広く経済効果が広がり、東海３県（岐阜県、愛知県、三重県）では経済効果の約２割を得ることが
見通されています。

✓ 先行開業では、名古屋駅へのアクセス利便性が高い地域ほど時間短縮率は大きくなることから、三重県各地域と名古屋駅へのアクセス利便性の向上
により、三重県においても大きな経済効果を得ることができます。

✓ 全線開業ではリニア三重県駅が設置されると、東京方面と大阪方面の時間短縮率が増し、三重県への経済効果は一層大きくなることが見込まれます。

7

先行開業 全線開業

出典：三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社が「全国総合交通分析システム（NITAS）ver3.1」より求められた地域間所要時間を用いて試算したもの。

総便益（50年間）

東海３県への単年度便益

約11.0兆円

約930億円/年

東海３県への総便益 約2.1兆円

三重県への総便益 約0.2兆円

三重県への単年度便益 約110億円/年

総便益（50年間）

東海３県への単年度便益

約16.8兆円

約1,400億円/年

東海3県への総便益 約3.1兆円

500億円/年以上
100億円/年以上
50億円/年以上
10億円/年以上
10億円/年未満

凡例：単年度便益

三重県への総便益

三重県への単年度便益

約1.0兆円

約440億円/年



２ リニアがもたらすインパクト

⚫ 新たな生活スタイル・ビジネススタイル

✓ コロナ禍以降、東京圏在住者の地方移住への関心が高まっています。その関心理由としては、「人口密度が低く自然豊かな環境への魅力」、「テレワー
クにより地方でも同様に働けること」、「仕事重視から生活重視への変更」が多くあげられています。

✓ 大都市圏在住の三重県出身者のアンケート結果をみると、「自然が豊か」「手頃な家賃で快適な住宅に住める」「アウトドアを楽しむことができる」などの魅
力が現在住んでいる地域に比べ高い地域として捉えられています。

✓ リニアの先行開業及び全線開業により、都市・地方間の移動利便性が向上し、自然豊かな環境を持つ三重県を知ってもらえる機会が増え、新たなビジネ
ススタイル・生活スタイルの創出が期待されます。

出典：内閣府「新型コロナウイルス感染症の影響下における生活意識・行動の変化に関する調査（令和5年4月）
※東京圏：東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県

◆高まる地方移住への関心

◆地方移住への関心理由の上位（東京圏在住で地方移住に関心がある人）

出典：「国土交通省「移住・二地域居住等専門委員会中間取りまとめ」（令和6年1月）より作成

◆三重県の魅力

出典：三重県「三重県人口減少対策方針」（令和5年8月） 8



２ リニアがもたらすインパクト

⚫ 人や情報の交流の活発化

✓ 北陸新幹線の福井・敦賀開業（2024（令和６）年３月）にみられるように、交通アクセスが改善すると時間短縮となる地域を中心に交流が活発化し
ています。

✓ 今後、訪日外国人の増加が見込まれることから、リニアの先行開業及び全線開業により成田・羽田空港や関西国際空港とのアクセス利便性が改善し
て三重県への訪日外国人の獲得可能性も高まることが期待されます。

✓ 旅行者、訪問回数や周遊場所の増加が見込まれ、人や情報の交流が活発になり、新たなイノベーションが生まれます。

◆北陸新幹線観光交流の活発化（長野－金沢開業後） ◆北陸新幹線（福井・敦賀開業）による新幹線駅周辺※の来訪者数比較
（※芦原温泉駅、福井駅、敦賀駅周辺）

出典：福井県「北陸新幹線福井・敦賀開業後の1年間の状況」（令和7年4月知事記者会見資料）より作成

出典：独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構「北陸新幹線（長野・金沢間）事業に関する
事後評価報告書」（令和2年3月）
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２ リニアがもたらすインパクト

⚫ 産業活動の活性化

✓ 全国各地への交通アクセスが改善すると、ビジネス流動が活発化するほか、滞在可能時間が増加し、ビジネス機会増加につながっていきます。

✓ リニア開業により、リニア沿線地域を中心に経済効果が見込まれています。先行開業では三重県と結びつきの強い愛知県からの効果の波及が期待さ
れます。また、全線開業ではリニア三重県駅周辺を中心に効果が広がるほか、奈良県や滋賀県などの関西エリアからの効果の波及も期待されます。

✓ 交流が活発になる環境や立地環境を向上させることで、ビジネス交流や販路の拡大、新たな産業・雇用の創出、若者・女性の定着が期待されます。

✓ リニアによって、大都市間とのアクセス利便性が向上し、三重県内にも大きな経済効果が期待されます。

◆北陸新幹線金沢開業によるビジネス流動の活発化 ◆企業移転

出典：独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構「北陸新幹線（長野・金沢間）事業に関する事後評価
報告書」（令和2年3月）

◆滞在可能時間の増加

出典：独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構「北陸新幹線（長野・金沢間）事業に関する事後評価
報告書」（令和2年3月）

出典：独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構「北陸新幹線（長野・金沢間）事業に関する
事後評価報告書」（令和2年3月） 出典：北陸電力株式会社「CENTER OF JAPAN」パンフレット（令和6年10月）

◆企業立地件数

10



２ リニアがもたらすインパクト

⚫ 災害リスクの分散

✓ 近年、台風、豪雨や地震の影響で、安全のために東海道新幹線の運転見合わせをするケースがみられています。

✓ 東海道新幹線は１日あたりの輸送力は約34万席となっており、運転見合わせによって多くの人が影響を受けることになります。

✓ 「リニア」と「鉄道・高速道路ネットワーク」の多重化・代替性の強化で、災害リスクが分散され、三重県で大規模災害が発生した際の人流や物流
の途絶が回避されるとともに、他県で大規模災害が発生した際にも、被災地の復旧・復興の大きな力となるほか、大都市圏の中枢機能のバックアッ
プ拠点となる可能性が期待されます。

◆東海道新幹線の運転見合わせによる影響 ◆リニア開業による災害リスクの分散イメージ

※１ 上下合わせて328本が運休、影響は約25万人
※２ お盆中のＵターン時期
※３ ８月29日夜、上下線166本運休で約２万２千人に影響

大阪府駅

品川駅

名古屋駅

東海道新幹線

リニア中央新幹線

令和６年中の東海道新幹線の主な運転見合わせ
７月22日   保守用車の脱線事故※１
８月16日   台風７号計画運休※２
８月30～９月１日 台風10号計画運休※３

総合的な高速交通の将来像として、「高速交通が多重的に整備され、大規模
災害時においても人流や物流の途絶が回避されている。」としている。

出典：リニア中央新幹線建設促進期成同盟会リニア中央新幹線建設を契機とした総合的な
高速交通の将来像に関する研究会「リニア中央新幹線建設を契機とした総合的な高速
交通の将来像（最終とりまとめ）」（令和6年6月）

◆南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）発表に伴う東海道新幹線への影響

令和６年８月８日19時15分、気象庁から南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）が発表されました。それに伴い、東海道新幹線は、三島

－三河安城間で速度を落として運転することとし、このため翌８月９日始発列車からの運行計画で少なくとも10分以上の遅れが見込まれ、

更に遅れる可能性もある旨発表されました。その後、南海トラフ地震臨時情報「巨大地震注意」の呼びかけが８月15日17時をもって終了し

たことを受け、JR東海は８日から続けていた徐行規制を解除し、最高速度を285キロに戻しました。
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３ リニアとともにめざす三重の姿

⚫ リニアとともにめざす三重の姿

✓ 「三重県リニア基本戦略」では、以下のように「めざす三重の姿」として３つの姿と５つの視点を示しています。

【新たな玄関口から始まるこれからの時代に選ばれる三重となるために】

３つの姿

⚫ 圧倒的な移動時間の短縮と先進的な技術
を組み合わせることにより、三重の豊か
さと大都市圏の多様さを手に入れるリニ
ア時代の新たなライフスタイルを創出

⚫ 都市部だけでなく、近隣県との連携が進
み、実用化が進む自動運転や空飛ぶクル
マなどの次世代交通に対応したリニア三
重県駅と地域交通拠点とが効率的に結ば
れ、県内外の観光・ビジネス交流が飛躍的
に発展

⚫ 自然の恵みや歴史・文化、産業など南北に
連なる県内各地の豊かな魅力と新たな玄
関口が繋がることで、癒やしの空間「日本
のサードプレイス」として、三重にしかない
暮らしや、働き方、来訪スタイルを実現

①リニア三重県駅周辺エリ
アの計画的な機能配置と
戦略的な交通拠点の機能
強化

②リニア駅と地域交通拠
点を結ぶ次世代の交通
ネットワークの形成

③デジタルをはじめとす
る先端技術サービスの早
期実装

⑤美し国三重にしかない
強みを生かした一体的な
ブランディング

④訪れたくなるリニア三重
県駅の独自性や魅力にあ
ふれた駅まちデザイン

５つの視点

【選ばれる三重となるために】

利便性の向上 魅力発信

①三重の豊かさを生かした新たなライ
フスタイルが創出されている

②県内交通ネットワークの形成による観
光・ビジネス交流が活発化している

③人々の「癒やしの空間」として存在感
を示している

⚫ リニア開業によって実現する大都市圏との広域ネットワークや、リニア三重県駅を中心とした県内の地域を結ぶネットワークを構築することで、新たなリ
ニア広域生活圏を形成するとともに、リニア開業効果を県全体へ波及・発展させ、次の３つの姿を実現する、これからの時代に選ばれる三重をめざします。

⚫ 三重での暮らしをより快適にし、三重の魅力をもっと身近に便利にするために、次の５つの戦略的な視点をベースにして、めざす三重の姿に向けての戦
略を策定します。
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⚫ 戦略の位置づけ

✓ 戦略は以下のように位置づけています。

✓ 戦略の取組においては、行政、関係団体や交通事業者などさまざな主体における状況を踏まえ、また民間事業者の採算性の確保など、経営の自主性
を尊重しながら、具体化に向けて検討を進めます。

４ めざす三重の姿に向けての３つの戦略

めざす三重の姿

戦略１リニア時代の新たなライフスタイルの創出
＜暮らし方・働き方＞

取組１都市部の企業や大学への通勤・通学が選択可能な三重に
取組２地域と多様な形で関わる人が増える三重に
取組３県外からの移住希望者に選ばれるとともに
定住が促進される三重に

戦略２新たな玄関口からはじまる観光交流の拡大
＜観光・交流＞

取組１ もっと身近に便利に旅を楽しめる三重に
取組２ リニア駅から魅力ある滞在型・周遊観光の旅を
提供する美し国三重に

戦略３新たな玄関口から
生まれるビジネス交流の拡大＜産業・経済＞

取組１クリエイティブな人材や企業をひきつける交流空間を創出する三重に
取組２大都市圏の多様さと地域をつなげ新たな産業・雇用を創出する三重に
取組３行政・企業・高等教育機関の機能移転やバックアップの拠点となる三重に

新街道※

で日本の
サード
プレイス
・賑わい
づくり

戦略を支える基盤づくり
＜リニア駅を核とした交通ネットワークの形成・まちづくり＞
取組１新たな玄関口としての駅前交通ターミナル整備
取組２新たな玄関口とつながる道路ネットワークの整備
取組３鉄道ネットワークの強化・充実
取組４新たな二次交通ネットワークの形成

※新街道：リニア駅と地域交通拠点を次世代交通等で結ぶ新たな交通網

販路拡大
新規ビジネス創出

関係人口・交流人口の増加

新規雇用の創出
若者・女性の定着

美し国三重にしかない強みを生かした
一体的なブランディング

デジタルをはじめとする先端技術
サービスの早期実装

戦 略 的 視 点
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４ めざす三重の姿に向けての３つの戦略

現状・課題
⚫ 三重県は総人口187万人をピークに人口減少社会となっています。特に大学進学者の約８割が県外大学に進学しており、若者の人口減少の要因の一つに

なっています。
⚫ リモートワークが浸透するも、高速交通がない三重県では物理的距離のハードルが高く、地方に住みながら大都市で働くといった柔軟な暮らし方・働き

方はそれほど進んでいません。
⚫ リニアとデジタルをはじめとする先端技術サービスの早期実装によって、三重県から流出することなく、住む場所と進学・就職の選択肢が広がります。
⚫ 一方で、大都市圏への企業や労働力、居住者などの流出といったストロー現象が懸念されるため、リニア開業に先んじて、県民生活の利便性向上や、県

をまたぐ広域から人やモノを呼び込む取組を進めていく必要があります。

◆三重県人口の推移

◆県内高校を卒業（浪人含む）した大学進学者の地域別進学先

◆デジタルをはじめとする先端技術サービスの早期実装の取組

県内大学に進学する学生は約２割であり、県外大学には、愛知県に約４割、東京圏に
約１割、関西圏に約２割の学生が進学しています。

◆県内高等教育機関を卒業した就職者のうち、県内に就職した者の割合
（県内就職率）
令和２年３月に県内高等教育機関の卒業生のうち県内に就職した者の割合は、48.2％
と、前年と比較して減少し、若者の県内定着は難しい状況となっています。

出典：三重県「数字で見る三重県の若者の動き」 （令和3年3月）

出典：三重県「数字で見る三重県の若者の動き」（令和3年3月）

出典：三重県「三重県人口減少対策方針」（令和6年4月）

出典：三重県「みえのデジタル社会の形成に向けた戦略推進計画」（令和4年12月）

戦略１ リニア時代の新たなライフスタイルの創出
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４ めざす三重の姿に向けての３つの戦略

リニアに関するアンケート調査結果

⚫ 県民のリニアのあるライフスタイルへの関心は、「今まで以上に余暇（コンサート等）が楽しめること」の割合が最も高くなっています。
⚫ 大都市住民が思う「一度は住んでみたい県内の地域」は、東京や大阪ともに「伊勢志摩地域」の割合が高い。次いで、東京は「北勢地域」、大阪は「地

域にこだわらない」の割合が高くなっています。
⚫ 移住を検討する際に特に重視することは「大都市との移動費の補助があること」の割合が最も多くなっています。

戦略１ リニア時代の新たなライフスタイルの創出

◆三重県民のリニアのあるライフスタイルへの関心

◆三重県に訪れた経験のある大都市住民の人が思う「一度は住んでみたい県
内の地域」

◆大都市住民が移住を検討する際に重視すること

18.0%

10.2%

16.2%

10.5%

15.7%

10.5%

30.5%

21.8%

7.8%

3.5%

8.7%

16.5%

35.2%

42.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

東京

大阪

北勢地域 中南勢地域 伊賀地域 伊勢志摩地域 東紀州地域 地域にこだわらない 特にない

【目的】移動実態やリニア三重県駅に接続する交通手段ニーズを把握するため
に実施

【実施方法】WEBモニターを活用したWEBアンケート調査
【実施日】2025年10月実施
【対象者とサンプル数】

県民600サンプル
大都市住民：東京400サンプル、大阪400サンプル※

※大都市住民は過去3年間に三重県来訪経験のある人、リニア三重県駅設置地域を踏ま
え、東京は東京23区、横浜市、川崎市、相模原市、大阪は大阪市を対象とした

【設問】
 ・三重県民に対する直近の東京・大阪方面の交通手段
 ・三重県民に対するリニア全線開業への期待・興味
 ・三重県民に対するリニア三重県駅アクセスに対するニーズ
 ・東京・大阪住民に対する三重県への来訪目的
 ・東京・大阪住民に対するリニア三重県駅からの県内各地アクセスニーズ
 ・東京・大阪住民に対する滞在型広域観光の取組に関するニーズ
 ・東京・大阪住民に対するリニアを生かした三重県移住意向

戦略・取組検討のための「リニアに関するアンケート調査」の実施

出典：「リニアに関するアンケート調査」(令和7年10月） 出典：「リニアに関するアンケート調査」(令和7年10月）

出典：「リニアに関するアンケート調査」(令和7年10月）
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今まで以上に余暇（コンサートやテーマパークなど）

が楽しめること

より高度な医療が受けやすくなること

より高度な教育が受けやすくなること

テレワークを活用して地元に住みながら東京や大阪の

仕事をすること

大都市の人をターゲットにした仕事をする（起業す

る）こと

大いにあてはまる ややあてはまる どちらでもない ややあてはまらない まったくあてはまらない

今まで以上に余暇（コンサートやテーマパー
クなど）が楽しめること

より高度な医療が受けやすくなること

より高度な教育が受けやすくなること

テレワークを活用して地元に住みながら東京
や大阪の仕事をすること

大都市の人をターゲットにした仕事をする
（起業する）こと

25.7%

17.8%

15.7%

12.4%

10.6%

5.7%

5.5%

3.9%

2.7%

35.9%

28.8%

24.5%

20.4%

24.1%

11.2%

14.7%

5.1%

9.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

大都市との移動費の補助があること

日常的な買い物環境が十分に整っていること

三重県内に主となる仕事あるいは補完的な仕事が

あること

リニア三重県駅までの公共交通機関が便利なこと

住まいの取得に関する補助があること

移住前に移住先を検討する際の補助（おためし体

験や移動費等）があること

医療・福祉環境が十分に整っていること

子育て・教育環境が十分に整っていること

ＩＴインフラ環境が十分に整っていること

大都市との移動費の補助があること

日常的な買い物環境が十分に整っていること

三重県内に主となる仕事あるいは補完的な仕事が
あること

リニア三重県駅までの公共交通機関が便利なこと

住まいの取得に関する補助があること

移住前に移住先を検討する際の補助（おためし体
験や移動費等）があること

医療・福祉環境が十分に整っていること

子育て・教育環境が十分に整っていること

ＩＴインフラ環境が十分に整っていること

特に重視すること

重視すること



４ めざす三重の姿に向けての３つの戦略

戦略１ リニア時代の新たなライフスタイルの創出
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取組１ 都市部の企業や大学への通勤・通学が選択可能な三重に

取組２ 地域と多様な形で関わる人が増える三重に

① リニアの速達性を生かした移住・二地域居住の促進
➢ 三重の自然や街並みと共存する景観形成の促進・保全やそのＰＲ
➢ 転職なき移住を支えるリニア通勤可能地域となることの首都圏・関西圏へのＰＲ
➢ 大都市の若者向けに三重県内の就職情報の発信
➢ 移住・二地域居住者に対するリニアを活用した移動費負担の軽減（事例：佐久市、宇都宮市の交通費補助）

② 移住・二地域居住を支える快適なリモートワークが可能なサードプレイス環境の提供
➢ 豊かな自然環境を生かしたコワーキング施設やインキュベーション施設の整備
➢ 既存のコワーキング施設やインキュベーション施設を活用した利用者同士が交流できる場と仕組みづくり

① 来訪者や住民など多様な人々が行き交う場の創出
➢ リニア三重県駅や地域交通拠点（人々が行き交う県内各地域の玄関口となる交通結節点）における民間投資が進む環境づくり（公民連携による駅再開発プロジェクトや駅ナ

カ・駅チカ商業施設の整備とテナント誘致、規制緩和・用途地域変更による開発促進など）
➢ 大規模イベントや周年事業を契機とした誘客の推進

② 海辺から山麓エリアまで揃う三重ならではの体験の提供と賑わい創出の仕掛けづくり
➢ 潮干狩りから森林セラピーなど、三重の様々な自然に触れる機会のＰＲ
➢ 多彩な自然環境を生かした既存資源のリノベーションの実施
➢ 農林水産業などの地域のお手伝いをきっかけにした企業と地域の関係づくり
➢ 関係人口の量的拡大と質的向上に向けた環境整備（事例：長野県小布施町の地域体験型プログラムの開発・運営、山梨県小菅村等のデジタルを活用した関係人口の拡大）

取組３ 県外からの移住希望者に選ばれるとともに定住が促進される三重に

③ 県外からの移住先の選択を高める交流の活発化
➢ 三重県の魅力の情報発信・プロモーション
➢ 地域交通拠点までの交通網の充実

④ 若年層・子育て世代の定住を促す働く場・子育て環境の創出
➢ 若年層の働く場の確保のための地域一体で行う採用活動等の支援
➢ 子育て中の女性が働きやすい職場づくり（セミナー開催、相談窓口設置）
➢ 空き家の利活用など住宅取得の支援
➢ 大都市でのコンサートやテーマパークなど余暇が楽しめる地域となることの情報発信（事例：静岡市の「移住支援情報」）

⑤ 高齢者も安心して暮らせる生活環境の充実
➢ ＤＸを活用した医療・健康管理の向上やコミュニケーション促進の環境づくり
➢ ラストワンマイル配送や次世代モビリティ活用による移動手段の確保

① リニアの速達性を生かした交通ネットワーク強化
➢ リニア発着に合わせた定時性のある交通ネットワークの構築
➢ 鉄道、高速バスなど複数交通モードにおけるリニア駅結節の強化

② 快適なリモートワークが可能なサードプレイス環境の創出
➢ 地域交通拠点周辺におけるコワーキングスペースや電源・インターネット接続環境、個室スペースの確保
➢ デジタル技術を利活用した新たな暮らし方、働き方に資する環境づくり

魅力ある三重での暮らしの選択肢を広げ、多様なニーズに応える新しいライフスタイルを発信します！



４ めざす三重の姿に向けての３つの戦略

⚫ 本県における日本人延べ宿泊者数の伸びはコロナ禍前（2019 （平成31/令和元）年とほぼ同水準であるものの、外国人延べ宿泊者数はコロナ禍前の0.62
倍に留まり、回復スピードが遅い状況（全国最下位）にあります。

⚫ 国内における魅力度の都道府県ランキングをみると、三重県は23位と中位に位置している一方で、市区町村（1,000市区町村）ランキングでは伊勢市が
13位にランクイン、そのほか、志摩市、松阪市、鳥羽市、熊野市、伊賀市、津市、鈴鹿市が300位以内であり、県内にも魅力度の高い地域が存在します。

⚫ 魅力度はあるものの、訪問率の低さの要因の一つとして、空港や新幹線の高速交通が県内で接続していない点もあげられます。
⚫ また、交通が便利になると観光客の増加が期待される一方、日帰り旅行者が増え、宿泊客が減ることも懸念されるため、県内における宿泊者数の増加に

向けた取組を進める必要があります。

戦略２ 新たな玄関口からはじまる観光交流の拡大

現状・課題

◆延べ宿泊者数のコロナ禍前2019年に対する2024年の伸び

出典：観光庁「宿泊旅行統計調査」

◆高速交通機関（空港、新幹線駅）がない都道府県（2025年）

空港及び新幹線駅が両方ない県は、山梨県、三重県、奈良県の3県です。この3県はリニア中
央新幹線が通る県となっています。

空港 新幹線駅

◆三重県の魅力度（2025年）

１位 北海道
２位 京都府
３位 沖縄県
･･･
22位 山梨県
23位 三重県
24位 秋田県

１位 函館市
２位 札幌市
３位 京都市
･･･
13位 熱海市
13位 伊勢市
15位 屋久島町

出典：ブランド総合研究所「地域ブランド調査2025」（令和7年10月）

都道府県ランキングでは三重県は47位中23位と中位に位置していますが、市町村ランキング
（1,000市区町村）では、伊勢市13位を筆頭に300位以内は計８市町ランクインしています。

47都道府県ランキング 市区町村ランキング（1,000市区町村）

※同率
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0.74 

0.00 0.50 1.00 1.50 2.00 2.50

北海道 1
栃木県 2
茨城県 3
兵庫県 4
岐阜県 5
石川県 6
群馬県 7
奈良県 8
愛知県 9
大阪府 10
東京都 11
長野県 12
長崎県 13

神奈川県 14
鹿児島県 15
埼玉県 16
福岡県 17
岡山県 18
富山県 19
大分県 20
静岡県 21
山口県 22
高知県 23
滋賀県 24
三重県 25
香川県 26
山梨県 27
熊本県 28
広島県 29
千葉県 30
福井県 31
徳島県 32
沖縄県 33
青森県 34
新潟県 35
島根県 36
愛媛県 37
岩手県 38
京都府 39
鳥取県 40
宮城県 41

和歌山県 42
佐賀県 43
山形県 44
秋田県 45
宮崎県 46
福島県 47
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1.09 
1.07 
1.06 
1.04 

0.94 
0.92 
0.90 
0.86 
0.85 
0.80 
0.79 
0.76 
0.75 
0.74 
0.70 
0.65 
0.64 
0.64 
0.62 

0.00 0.50 1.00 1.50 2.00 2.50

石川県 1
愛媛県 2
東京都 3
福岡県 4
熊本県 5
福島県 6
長野県 7
広島県 8
群馬県 9
大阪府 10
京都府 11
高知県 12
宮城県 13

神奈川県 14
栃木県 15
徳島県 16
大分県 17
茨城県 18
山梨県 19
山口県 20

和歌山県 21
香川県 22
北海道 23
岐阜県 24
青森県 25
岩手県 26
兵庫県 27
新潟県 28
山形県 29
愛知県 30
岡山県 31
埼玉県 32
福井県 33
千葉県 34
沖縄県 35
秋田県 36
長崎県 37
島根県 38
滋賀県 39
静岡県 40
奈良県 41

鹿児島県 42
富山県 43
宮崎県 44
鳥取県 45
佐賀県 46
三重県 47

全国平均1.03倍

全国平均1.42倍

［日本人］ ［外国人］

上位３割（300位以内）に
ランクインする県内市町

54位 志摩市
127位 松阪市
134位 鳥羽市
209位 熊野市
234位 伊賀市
264位 津市
286位 鈴鹿市
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４ めざす三重の姿に向けての３つの戦略
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⚫ リニア全線開業の時間短縮による時間の使い方ニーズをみると、東京・大阪の住民ともに、「目的地周辺の滞在時間を増やしたい」、「三重県内の周
遊範囲を広げたい」において、6割以上の人があてはまると回答しています。

⚫ 距離的に近い大阪の住民は「日帰りしたい」と回答した人の割合が東京の住民よりも高い結果となっています。
⚫ 滞在型観光に必要な取組ニーズとして、最も重要なものは、「観光案内・情報入手のしやすさ・充実」、「観光スポットやイベントの魅力の高さ」の

順に割合が高くなっています。

戦略２ 新たな玄関口からはじまる観光交流の拡大

◆県外大都市住民における時間短縮による時間の使い方ニーズ ◆県外大都市住民における滞在型観光に必要な取組ニーズ

最も重要なもの

重要なもの
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41.7%

34.0%
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30.5%
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38.5%
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5.0%
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21.0%

11.5%

4.0%

4.0%

4.3%

5.0%

5.2%

6.5%

16.5%

8.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東京

大阪

東京

大阪

東京

大阪

東京

大阪

大いにあてはまる ややあてはまる どちらでもない

ややあてはまらない まったくあてはまらない

目的地周辺の滞在
時間を増やしたい

三重県内の周遊範
囲を広げたい

隣接府県に足を延
ばしたい

日帰りしたい

リニアに関するアンケート調査結果

出典：「リニアに関するアンケート調査」(令和7年10月） 出典：「リニアに関するアンケート調査」(令和7年10月）
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2.1%
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19.6%

8.5%

8.9%

8.0%

7.0%

4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

観光案内・情報入手のしやすさ・充実

観光スポットやイベントの魅力の高さ

移動しやすい公共交通の運行頻度

移動料金の安さ

公共交通機関間の乗換利便性（リニア駅乗換含

む）の確保

交通案内・情報入手のしやすさ・充実

特にない

移動に関するシェアリング（カーシェア、レンタ

サイクル等）のしやすさ

地点間の移動の速さ（所要時間の短さ）

観光スポットやイベントの種類の多さ

移動手段の乗り心地の良さ

観光案内・情報入手のしやすさ・充実

観光スポットやイベントの魅力の高さ

移動しやすい公共交通の運行頻度

移動料金の安さ

公共交通機関間の乗換利便性（リニア三重県駅
乗換含む）の確保

交通案内・情報入手のしやすさ・充実

特にない

移動に関するシェアリング（カーシェア、レン
タサイクル等）のしやすさ

地点間の移動の速さ（所要時間の短さ）

観光スポットやイベントの種類の多さ

移動手段の乗り心地の良さ



４ めざす三重の姿に向けての３つの戦略

取組１ もっと身近に便利に旅を楽しめる三重に

① 県内全域を対象とした総合交通・観光案内の充実
➢ 県内の周遊に繋げる交通案内の充実
➢ 県内各地域の交通・観光情報のリアルタイムの共有

② 広域ＭａａＳの活用による情報提供やワンストップ予約・決済等の提供
➢ 鉄道ネットワークにおける交通系ＩＣカード化の促進
➢ 複数の交通機関で使えるクレジットカード決済の仕組みや一体的に予約ができる仕組みの導入

③ リニア三重県駅や地域交通拠点の独自性・魅力の向上
➢ 拠点周辺の資源を活用した体験メニューやイベント開催等の魅力発信
➢ 地域ブランドとなる地場産品の販売場所の拡大

④ 地域交通拠点を中心とした観光地までの交通ネットワークの構築
➢ 既存交通インフラの活用やそれらを補完する次世代モビリティの導入
➢ バス路線の再編・集約、地域交通拠点と観光地間の移動環境の充実

⑤ 観光地内のサイズ感に応じたシェアリング型移動サービス
➢ レンタカー、シェアサイクルなど、シェアリング型移動サービスの行政域を越えた広域的導入

取組２ リニア駅から魅力ある滞在型・周遊観光の旅を提供する美し国三重に

① 東海道や旧街道等を切り口とした観光エリアの形成
➢ 東海道や旧街道と地域資源の結びつけによる周遊の促進
➢ 既存鉄道を活用した周遊の促進

② 当地ならではの地場産業とコラボしたＰＲの実施
➢ 地場産業と特産物をセットにした商品開発・ＰＲ

③ 観光コンテンツの組合せによるプロモーションの展開
➢ テーマパーク、公園、夜景、お祭りなど観光資源を活用したプロモーション・集客資源間のゾーン形成
➢ 自然、文化、名所、スポーツ、古道、街道、まちなみ、神社仏閣など点在する共通資源や組合せによる資源の魅力向上

④ 周遊観光を可能にする旅行者のニーズに合わせた二次交通の充実
➢ 鉄道との乗換が便利な二次交通の充実、ライドシェアの推進、既存コミュニティバスの観光への活用

⑤ インバウンド向けのプロモーションと多言語対応施設の充実
➢ 花火大会や祭りなどの開催時期に併せたメニュー開発とプロモーションの実施
➢ 観光コンテンツ造成や観光客向けの移動手段などの受け入れ環境整備及び多言語対応（案内の充実、人材の確保・育成）

⑥ 三重ならではの体験コンテンツの充実
➢ 閑散期に提供できる体験コンテンツの充実、風土・文化の活用
➢ 工芸、グルメ、アクティビティ（登山、サイクリング等）の体験ツアーの造成
➢ 周遊観光促進に向けた県内の日本遺産（斎宮、伊賀・甲賀、鳥羽・志摩）の活用

⑦ ブレジャーやラーケーションなど新しい旅行スタイルを促進するための取組や観光メニューの充実
➢ ブレジャーやラーケーション用観光メニューの開発
➢ 地域交通拠点におけるブレジャー機能の導入

⑧ 滞在型観光を促す受入体制の充実
➢ 既存宿泊施設の連携・活用、民泊や農泊など地域や繁閑にあわせた受け入れ体制の充実
➢ 滞在型観光を促す宿泊、飲食、地域資源を組み合わせた観光パッケージの作成と販売

リニア駅からの移動の利便性や快適性を向上させ、国内外からのみえへの旅立ちをサポートします！

戦略２ 新たな玄関口からはじまる観光交流の拡大
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出典：株式会社マイナビ「マイナビ・日経2024年卒大学生就職企業人気ラン
キング」より作成。P12、p13の文理総合（10票未満または10位以降は未掲
載）の得票数を業種ごとに集計して、独自に整理したもの。

４ めざす三重の姿に向けての３つの戦略

戦略３ 新たな玄関口から生まれるビジネス交流の拡大

⚫ 三重県の産業構造をみると、製造業の割合が高いものづくり地域であることが特徴となっています。特に電子部品・デバイス・電子回路製造業の製
造品出荷額等は、全国１位となっています。

⚫ 働く場所としての三重県について、学生のアンケート結果をみると、三重県と就職支援協定を締結している大学のＵターン就職率は３割程度で推移
しています。三重県内に規模の大きな企業がないこと、希望する業種・職種の仕事がないことがＵターンしない理由となっています。

⚫ 若者を惹きつけるクリエイティブな産業は大都市圏に集中する傾向がみられます。直近の大学生就職企業の人気ランキングをみると、「電子・電気
機器」は上位に位置し、電子部品・半導体に強みのある三重県においてはこの強みが生かせる可能性があります。

現状・課題

◆製造業が盛んな三重県

電子部品・デバイス・電子回路製造業
の製造品出荷額等 （兆円）

出典：経済産業省「2024年経済構造実態調査製
造業事業所調査」

◆三重県の産業構造 ◆三重県出身学生の卒業後のＵターン就職状況

◆「若者の人口増減」と「クリエイティブ産業従事者数増減」の比較

出典：経済産業省「2023年経済構造実態調査製造業事業所調査」

出典：総務省「令和3年経済センサス－活動調査結果」、総務省「国勢調査」よ
り作成

出典：三重県「若者の県内定着・人口環流に向けた産学官連携懇話会資料」資料１（令和5年12月）

1.8 

1.1 

0.9 

0.9 

0.7 

0.6 

0.6 

0.5 

0.5 

0.5 

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0

三重県

愛知県

長野県

山形県

宮城県

広島県

福島県

秋田県

京都府

滋賀県 -30%

-10%

10%

30%

50%

70%

90%

110%

-30% -20% -10% 0% 10%

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
産
業
従
事
者
増
減

若者の人口増減

2010年～2020年間の若者の人口の増
減とクリエイティブ産業従事者数の
増減には相関関係がみられることか
ら、クリエイティブ産業従事者数が
大きく増加している地域に若者が流
出している可能性が強い。

若者の人口：0～34歳人口
クリエイティブ産業：東京都「クリ
エイティブ産業の実態と課題に関す
る調査」（平成27年3月）で定義さ
れている業種を対象にした。芸術、
舞台芸術、音楽、映画・ビデオ・写
真、テレビ・ラジオ・報道、アニメ、
ゲーム、ファッション、デザイン、
広告、出版、情報サービス、日用品、
工芸品・装飾品、観光・飲食、建築
設計
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◆大学生就職企業の人気ランキング
業種カテゴリ 得票数の多い企業名

1位 食品・農林・水産 味の素, アサヒ飲料, サントリー, ヤクルト, 明治

2位 建設・住宅・インテリア
ニトリ, 一条工務店, 積水ハウス, 大和ハウス, セキ
スイハイム

3位 電子・電気機器
ソニー, アイリスオーヤマ, キヤノン, 富士通, パナ
ソニック

4位 ホテル・旅行
JTB, Plan・Do・See, ミリアルリゾート, 星野リゾー
ト, アパホテル

5位
スポーツ・ゲーム製品・
その他メーカー

任天堂, バンダイナムコ, セガ, コナミ, スクウェ
ア・エニックス

6位
ソフトウェア・ゲームソ
フト・ネット関連

Sky, NTTデータ, 楽天, Cygames, 富士ソフト

7位 総合商社・専門商社 伊藤忠商事, 三菱商事, 三井物産, 住友商事, 丸紅

8位 自動車・輸送用機器 トヨタ, 日産, ホンダ, マツダ, スズキ

9位 薬品・化粧品 資生堂, コーセー, 大塚製薬, 中外製薬, 第一三共

10位 マスコミ・広告・出版 NHK, 電通, 博報堂, 小学館, 集英社

東京都

神奈川県

大阪府

愛知県

三重県

千葉県

就職支援協定大学
三重県出身卒業生
の県内就職率
（締結２年目以降）

30.6％



４ めざす三重の姿に向けての３つの戦略

戦略３ 新たな玄関口から生まれるビジネス交流の拡大
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移動手段の乗り心地の良さ
ビジネス目的で三重県に来訪したことがある

ビジネス目的で三重県に来訪したことはない

観光案内・情報入手のしやすさ・充実

交通案内・情報入手のしやすさ・充実

移動に関するシェアリング（カーシェ
ア、レンタサイクル等）のしやすさ

移動手段の乗り心地の良さ

リニアに関するアンケート調査結果

⚫ フリーランスのリモートワークに関する調査結果をみると、他都道府県でリモートワークしたい理由1位の上位は「気分転換」「自然豊かな環境で働き
たい」、また、他都道府県でのリモートワーク先を選ぶ上で重視する要素の上位は、「インターネット環境の充実」「交通アクセスの良さ」「食事・
グルメの魅力」となっており、三重県においてもリニアで大都市部とダイレクトにつながればリモートワーク先として選ばれる可能性が高まります。

⚫ 大都市からの三重県来訪者におけるリニアで短縮した時間の使い方ニーズとして「目的地周辺の滞在時間を増やしたい」「三重県内の周遊範囲を広げ
たい」が6割を超えています。

⚫ ビジネス目的来訪者においては「隣接府県に足を延ばしたい」、「日帰りしたい」の回答も半数みられ、ビジネス視点から県内滞在させる取組が重要
です。また、ビジネス目的で三重県に来訪したことがある人は、来訪したことがない人と比較して「観光案内や情報入手のしやすさ」「交通案内・情
報入手のしやすさ」といった滞在時間を増やす取組を重視する傾向がみられます。

◆フリーランスのリモートワークに関する調査結果

出典：株式会社テックビズ「フリーランスのリモートワークに関する
調査」（令和７年８月）

◆大都市住民のビジネス目的三重県来訪有無別のリニア利用による短縮時間の使い方ニーズ

◆大都市住民のビジネス目的三重県来訪有無別の滞在時間を増やす取組へのニーズ

出典：「リニアに関するアンケート調査」(令和7年10月）

出典：「リニアに関するアンケート調査」(令和7年10月）
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４ めざす三重の姿に向けての３つの戦略
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取組１ クリエイティブな人材や企業をひきつける交流空間を創出する三重に

① 地域産業の情報発信やビジネス交流の拠点となる機能の整備
➢ 首都圏のビジネスパーソンとのマッチング機会の創出
➢ 空きオフィスの活用など地域産業の情報発信機能やコワーキングスペースの整備

② 高速通信ネットワークなどのデジタルインフラの整備
➢ ＷｉＦｉ設備の設置やローカル５Ｇの敷設、サテライトオフィスへの通信インフラの整備
➢ 既存の情報システムやネットワークの安定運用、適切な情報セキュリティの確保

③ サテライトオフィス、シェアオフィス、ベンチャーオフィス環境の提供
➢ サテライトオフィスやシェアオフィスの設置
➢ オフィス環境提供とあわせた創業支援の実施
➢ 都市圏からの滞在時に副業に活用できるビジネス拠点の確保
➢ 従業者や研究者のストレス軽減やリフレッシュできる環境整備

取組２ 大都市圏の多様さと地域をつなげ新たな産業・雇用を創出する三重に

① スタートアップや新規事業の創出・業態転換等を支援するインキュベーション施設整備
➢ 既存のインキュベーション施設の活用と成長を促す仕組みづくり
➢ 空き店舗を活用したチャレンジショップなどの仕組みづくり

② 高付加価値型産業や成長分野となる可能性がある研究所・産業の誘致・促進
➢ 観光と連携した産業観光の推進（地場産業や農産物等の活用）
➢ 首都圏とのアクセス利便性の良さのＰＲ
➢ 立地を促す優遇税制措置の導入、国際的なビジネス展開の支援、研究機能の立地・強化を図るための制度導入
➢ 高付加価値型産業に必要なスキルを持つ人材育成
➢ 生産拠点がある強みを生かした研究所の誘致・設置
➢ 半導体産業の集積を生かした企業や研究開発拠点の誘致
➢ ゼロカーボン、ネイチャーポジティブなど自然を生かした企業参画の促進

③ 革新的・先進的技術やサービスの社会実装実験場所の提供
➢ 都市部では困難な社会実装に向けた実装エリアの提供、高専・大学等の実証の場所の提供
➢ 資金面・人員面での研究協力による投資リスクの大きい研究開発に挑戦する企業の誘致

④ 公設試験研究機関のサテライト施設の誘致
➢ 既存公設試験研究機関の機能拡充・活用
➢ 三重県に関連性が高い気象（地震・雨）等をテーマとした研究の機能誘致
➢ 林業が盛んな地域における例えば花粉症対策といった関連研究施設の整備

取組３ 行政・企業・高等教育機関の機能移転やバックアップの拠点となる三重に

① 防災を意識した行政・企業・高等教育機関の機能移転、バックアップ拠点の誘致
➢ 企業の資産であるデータ関連のバックアップ拠点（特化型のデータセンター）の整備
➢ 省庁の一部の誘致や政府関係機関の地方移転
➢ 本社機能の移転、誘致（大都市立地企業のバックオフィスや研究開発拠点、製造業の技術開発拠点など）
➢ 都市・地方間を含む大学間連携の強化（教育プログラムの共同開発・単位互換、学生・教職員の交流・人材育成など）

移動時間の短縮とデジタル技術の融合により、クリエイティブな活動が活発になる環境をつくります！

戦略３ 新たな玄関口から生まれるビジネス交流の拡大



５ 戦略を支える基盤づくり

現状・課題
⚫ リニアの開業効果を広域に波及させるためには、リニアの建設だけでなく、空港や高速道路など様々な交通手段やインフラである「高速交通」によるネットワーク

化が重要となります。
⚫ この「高速交通」は、多重的に整備され相互に連結されることで、より効率的で安全かつ快適な移動を実現します。また、人やモノの流れを変えるだけでなく、暮

らしや働き方、ビジネスや観光など、さまざまな分野に影響を与えます。さらに、「高速交通」には、地域の特性やニーズに応じて柔軟に対応できることが求めら
れます。

⚫ 東京－名古屋－大阪を含めた広域的な視点と、三重県内の各地域を結ぶ視点の双方で、高速交通ネットワークの整備を進めていくことが重要となります。
⚫ 三重県内においては、先行開業の効果を広く享受するために、在来線の鉄道ネットワークの強化、高規格道路及び一般広域道路等のネットワーク強化が求められま

す。これらにより、より効率的な安全かつ快適な移動を実現し、３つの戦略の各取組を支えます。

出典：リニア中央新幹線建設促進期成同盟会リニア中央新幹線建設を契機とした総合的な高速交通の将来像に
関する研究会「リニア中央新幹線建設を契機とした総合的な高速交通の将来像（最終とりまとめ）」（令和6年6月）

◆広域にみた高速交通の将来像

◆三重県の高速交通の将来像

◆高速交通及び拠点の整備・連結によって生まれる人やモノの流れのイメージ
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５ 戦略を支える基盤づくり

24

◆県民のリニア三重県駅とのアクセスで重視すること

［公共交通］

［自家用車・社用車］

リニアに関するアンケート調査結果

◆県民のリニア三重県駅に行く際に重視すること

⚫ 県民のリニア三重県駅とのアクセスで重視することは、「移動料金」の割合が最も高い。一人で移動する場合は「速さ」を重視する割合も高い。複数で
移動する場合は、「時間制約の少なさ」や「乗換回数」の割合が一人で移動する場合に比べて高くなっています。

⚫ また、公共交通アクセスでは「乗換回数が少ない／直接結ばれる公共交通」、自家用車・社用車アクセスでは「無料の駐車場がある」の割合が高くなっ
ています。

⚫ 大都市住民のリニア三重県駅から目的地への移動手段は「乗換回数が少ない／直接結ばれる公共交通」「時間の読める公共交通」に期待する割合が最も
高くなっています。

◆大都市住民のリニア三重県駅から目的地への移動手段の期待

※凡例のエリア区分は、リニア三重県駅のある亀山市からの時間距離で整理したもので以下のとおりとなる。
駅周辺 ：津市、鈴鹿市、亀山市
1時間未満エリア ：四日市市、松阪市、桑名市、名張市、いなべ市、伊賀市、木曽岬町、東員町、菰野町、

 朝日町、川越町、多気町、明和町、大台町
1時間以上エリア ：伊勢市、尾鷲市、鳥羽市、熊野市、志摩市、玉城町、度会町、大紀町、南伊勢町、

 紀北町、御浜町、紀宝町

出典：「リニアに関するアンケート調査」(令和7年10月）

出典：「リニアに関するアンケート調査」(令和7年10月） 出典：「リニアに関するアンケート調査」(令和7年10月）
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無料の駐車場がある

渋滞に巻き込まれない

有料でも確実に停められる駐車場がある

走りやすい（信号が少なく、道幅が広い、
カーブ・勾配が緩やかなど）

高速道路からリニア三重県駅に乗り入れし
やすい



５ 戦略を支える基盤づくり

（１）リニア三重県駅を核とした交通ネットワークの形成

地域交通拠点の交通サービス環境を高めるための取組

① 様々な交通手段が乗り入れるハブ機能の設置

➢ 鉄道、バス、タクシー、レンタカー、シェアリング（車、自転車、キックボード）、
ＡｉｒＴＡＸＩ等次世代モビリティの発着機能

② 待合環境の充実

➢ ＷｉＦｉ環境、観光・交通情報電子掲示、物販、飲食、コワーキングスペースなど
待合環境の充実

③ 駐車場の整備

➢ 地域交通拠点から比較的近隣にある観光地までの移動手段として、電動キックボー
ド等の次世代モビリティ導入やシェアリングに必要な駐車機能の充実

以下のとおり、「みえリニア戦略プラン（仮称）」で地域交通拠点(案)を位置づ
けます。
※ただし、現時点でリニア三重県駅の位置が確定していないため、駅位置確定後、見直し調整
することもあることに留意が必要です。

⚫ 地域交通拠点の定義

✓ 県内各地域の玄関口となる交通結節点で、地域の施設を結ぶ様々な交通手段の接
続・乗継拠点

✓ 地域交通拠点（３つの類型）

① 広域拠点…各地域の玄関口となる交通結節点で、鉄道、高速バス、路線バス、
航路等の接続・乗継の要となる拠点

② 補完拠点…各地域を周遊するための広域拠点を補完する結節点で、広域拠点
以外の特急停車駅、周遊を補完する複数路線、複数交通手段が確保される拠
点

③ 交流拠点…各地域の通年入込客が多い観光施設等かつ公共交通が接続する結
節点

※③は単独拠点で広域・補完拠点で連携する交流拠点もある

⚫ 選定のために参考とした各計画等

✓ 三重県の圏域マスタープラン（都市計画区域マスタープランの一部）

✓ 三重県地域公共交通計画

✓ 三重県内の道の駅

桑名
桑名駅＋西桑名駅

四日市
近鉄四日市駅＋JR四日市駅

鈴鹿
伊勢若松駅＋白子駅

津
津駅＋津なぎさまち

松阪
松阪駅

伊勢
伊勢市駅＋宇治山田駅
＋五十鈴川駅

鳥羽
鳥羽駅＋鳥羽港

志摩
鵜方駅
＋志摩スペイン村

尾鷲
尾鷲駅＋県立熊野古道センター

熊野
熊野市駅＋道の駅熊野・花の窟
＋鬼ヶ城

伊賀・名張
伊賀上野駅＋上野市駅
＋近鉄伊賀神戸駅
＋近鉄名張駅

大台
三瀬谷駅
＋道の駅奥伊勢おおだい

紀北
紀伊長島駅
＋道の駅紀伊長島マンボウ

いなべ
阿下喜駅＋伊勢治田駅

富田
近鉄富田駅＋三岐鉄道富田駅
＋JR富田駅

御浜
阿田和駅＋道の駅パーク七里御浜

紀宝
紀伊井田駅＋道の駅紀宝町ウミガメ公園

長島リゾート
＋桑名駅＋西桑名駅

ＶＩＳＯＮ
＋松阪駅

鈴鹿サーキット
鈴鹿スポーツガーデン
＋白子駅
＋伊勢鉄道鈴鹿サーキット稲生駅

湯の山温泉
アクアイグニス
＋湯の山温泉駅
＋道の駅菰野

鉄道駅

港（旅客船）

道の駅

集客施設

広域拠点

補完拠点

交流拠点

県内外への玄関口としての機能を高め、リニアがもつ速達性の
効果を県内全域に広げます！

リニア三重県駅

亀山
亀山駅

柘植
柘植駅
フェースⅡ
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５ 戦略を支える基盤づくり
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取組２ 新たな玄関口とつながる道路ネットワークの整備

① 「地域交通拠点」間の高規格道路等の充実
➢ 高規格道路のネットワーク強化（新名神高速道路、近畿自動車道紀勢線、東海環状自動車道、四日市インターアクセス道路、鈴鹿亀山道路、名神名阪連絡道路、伊勢志摩連

絡道路、四日市湾岸道路など）
➢ 主要幹線道路の整備（国道１号（北勢バイパス、関バイパス）、国道２３号(中勢バイパス、鈴鹿四日市道路）など）

② リニア三重県駅と高速道路を直結する道路整備
➢ 道路ネットワークとのダイレクト接続
➢ 道路を利用した公共交通の定時性を確保するための主要幹線道路の整備

取組３ 鉄道ネットワークの強化・充実

① 既存鉄道の利便性の向上
➢ 交通系ＩＣカード化やタッチ決済、タッチレスやオンライン認証乗車等の可能エリアの拡大や導入
➢ 複数路線鉄道駅の乗換利便性の向上
➢ 鉄道間の乗り継ぎダイヤの調整

② 既存鉄道の速達化や多頻度運行
➢ 特急運行・直通運行による速達化
➢ 需要創出による多頻度運行

③ 新駅の設置もしくは新たな交通手段の検討
➢ リニア三重県駅・鉄道駅乗換利便性の向上
➢ 鉄道ネットワークを活用した直通化・高速化

取組４ 新たな二次交通ネットワークの形成

① リニア発着に合わせた定時性のある交通ネットワークの構築
➢ リニア発着にあわせた接続（ダイヤ、時間の読める道路など）
➢ 地域交通拠点とのシャトルバス運行

② 高速バス路線開設
➢ 名古屋駅直通バスの運行拡充（先行開業時）
➢ 高速バス路線の充実

③ 地域交通拠点周辺の次世代モビリティ・システムの導入
➢ 地域交通拠点から観光地までの電動キックボード等の次世代モビリティの導入
➢ 次世代モビリティに係る施設整備

取組１ 新たな玄関口としての駅前交通ターミナル整備

① 交通拠点整備
➢ リニア三重県駅と二次交通の直結性を重視した公共交通の乗換利便性の向上
➢ バスターミナル、賑わい空間、ウォーカブルな空間などの整備
➢ 次世代モビリティ導入空間やシェアモビリティへの対応を可能とした空間の確保

② 駐車場の整備
➢ リニア利用者向け駐車場の整備 ※整備にあたっては駅至近は有料、周辺は無料といった配置を検討

④ 地域交通拠点エリアを連結する自動運転モビリティの導入
➢ 地域交通拠点と観光拠点間や近接する拠点間等の自動運転技術の導入

⑤ 太平洋岸自転車道やサイクルトレインの環境整備や機能の充実
➢ 道路環境、サイクルステーションなどの充実

（１）リニア三重県駅を核とした交通ネットワークの形成



５ 戦略を支える基盤づくり

取組１ 魅力あるリニア三重県駅の空間のデザイン

① 駅・駅周辺の交通拠点機能・ゲートウェイ機能・交流促進機能の整備

［交通拠点機能］
➢ 駅前広場機能の整備（バスターミナル、送迎バース、ウォーカブルな空間等）
➢ 電気自動車や次世代モビリティに必要な設備の整備（蓄電、エネルギー補充設備等）
➢ 待ち合わせスペースの整備（休憩スペースや託児機能等）

［ゲートウェイ機能］
➢ 総合案内機能の整備（ワンストップ予約・決済サービス、AIコンシェルジュ等）
➢ 県内案内スペースの整備（県内地域紹介、体験スペース、イベントスペース、コンベンション機能等）

［交流促進機能］
➢ 物販・飲食施設（県内の特産品、グルメ）の整備
➢ 地域産業の情報発信やビジネス交流の拠点となる機能の整備

② 三重県らしいデザインの導入
➢ 「美し国みえ」の印象を強くアピールするデザインの導入

③ 整備・運営手法・役割分担の検討
➢ 民間企業などの参入意向なども踏まえた検討
➢ 民間企業からの意見を参考にした運営手法の検討

（２）リニア三重県駅を核としたまちづくり

取組２ リニア三重県駅周辺及び隣接する地域を含めた広域のまちづくりの検討

① 周辺地域の市街地との適切な機能連携の検討
➢ 周辺地域の公共・公益施設、商業・業務施設等との適切な機能連携の検討

② 広域的なまちづくりの実現に向けた都市計画の検討
➢ 各都市計画区域マスタープラン間の広域調整

➢ 無秩序な開発防止に向けた特定用途制限地域の指定などの規制手法の検討

➢ 周辺地域とのバランスを踏まえた適切な土地利用の方向性の検討

取組３ リニアを生かした防災上の効果の最大限の発揮

① 災害時における他地域との連携強化
➢ 県地域防災計画及び市町地域防災計画をはじめとする関連計画との整合・調整
➢ 大規模災害時等の広域的かつ円滑な支援体制及び受援体制の強化・構築の検討
➢ リニア三重県駅が国全体の交通要衝に立地することを生かす道路や鉄道ネットワークのインフラの維持・整備
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６ リニアとともに歩む「みえのリ・デザイン」リーディングプロジェクト

取組１都市部の企業や大学への通勤・通学が選択可能な三重に

取組１もっと身近に便利に旅を楽しめる三重に

取組１クリエイティブな人材や企業をひきつける交流空間を創出する三重に

取組１新たな玄関口としての駅前交通ターミナル整備

取組２地域と多様な形で関わる人が増える三重に

取組３県外からの移住希望者に選ばれるとともに定住が促進される三重に

取組２リニア駅から魅力ある滞在型・周遊観光の旅を提供する美し国三重に

取組３行政・企業・高等教育機関の機能移転やバックアップの拠点となる三重に

取組２大都市圏の多様さと地域をつなげ新たな産業・雇用を創出する三重に

取組２新たな玄関口とつながる道路ネットワークの整備

取組３鉄道ネットワークの強化・充実

取組４新たな二次交通ネットワークの形成

固有の歴史・自然
を生かした観光起
点による産業振興
と移住・定住への
展開プロジェクト
（南ブロック）

「みえのリ・デザイン」リーディングプロジェクトは、リニアとともに歩む「めざす三重の姿」とその実現に向けた３つの戦略と戦略を支える基盤づく
りに基づき、先行開業を見据えての取組として、南北に長い県内を３つのブロックに分け、それぞれの強みや特色を生かした先導的な取組とそれらを支える
次世代の交通ネットワークの形成を「みえのリ・デザイン」リーディングプロジェクト（フェーズⅠ）と位置づけます。

お伊勢参りからは
じまる自然、歴史、
食のみえを隅々ま
で満喫するプロ
ジェクト（中央ブ
ロック）

都市と自然のハイブ
リッド環境を生かし
た産業振興と移住・
定住の促進プロジェ
クト（北ブロック）

戦略１リニア時代の新たなライフスタイルの創出＜暮らし方・働き方＞

戦略２新たな玄関口からはじまる観光交流の拡大＜観光・交流＞

戦略３新たな玄関口から生まれるビジネス交流の拡大＜産業・経済＞

戦略を支える基盤づくり＜リニア駅を核とした交通ネットワークの形成・まちづくり＞

リニア名古屋駅を核
とした次世代の交通
ネットワーク形成プ
ロジェクト

◎

◎

〇◎

〇

〇〇

◎

〇 〇 〇 ◎

〇

３エリア
・三重北ブロック（8市5町）
・三重中央ブロック（4市7町）
・三重南ブロック（2市3町）
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※このフェーズⅠのリーディングプロジェクトは先行開業を見据えた取組としていま
すが、全線開業後においてもフェーズⅡと並行して取り組むものとしています。



６ リニアとともに歩む「みえのリ・デザイン」リーディングプロジェクト

フェーズⅠ：都市と自然のハイブリッド環境を生かした産業振興と移住・定住の促進プロジェクト（北ブロック）

津
伊賀・名張

松阪
松阪駅

津駅

津なぎさまち

鈴鹿

湯の山温泉

長島リゾート

四日市

桑名

伊勢市駅
宇治山田駅

伊勢

亀山

富田

いなべ

伊賀神戸駅

名張駅

上野市駅

伊賀上野駅

亀山駅

鈴鹿スポーツガーデン

白子駅

伊勢若松駅

近鉄四日市駅 JR四日市駅

JR富田駅近鉄富田駅湯の山温泉駅

御在所 アクアイグニス

阿下喜駅

伊勢治田駅

桑名駅

西桑名駅

ナガシマリゾート

名古屋駅

リニア中央新幹線

五十鈴川駅

伊勢神宮

三岐鉄道富田駅

伊勢鉄道鈴鹿サーキット稲生駅

鈴鹿サーキット

鈴鹿サーキット

リニア名古屋駅直結交通

広域連携交通

拠点間補完交通

鉄道駅

港（旅客船）

集客施設

広域拠点

補完拠点

交流拠点

【市町の主な資源】

⚫ 半導体、コンビナート、萬古焼、お茶（四日市市）

⚫ 長島リゾート、多度大社（桑名市）

⚫ 御在所ロープウェイ、湯の山温泉（菰野町）

⚫ 鈴鹿サーキット、椿大神社（鈴鹿市）

⚫ 関宿（亀山市）

⚫ いなべ市農業公園、キャンプ場、三岐鉄道（いなべ市）

⚫ 鍋田川（木曽岬町）

⚫ 東海道（朝日町）

⚫ 電力施設（川越町）

⚫ 高田本山専修寺、宿場町、森林セラピー、美杉リゾート、
榊原温泉、青山高原、かざはやの里（津市）

⚫ 忍者、まちなみ、街道、伊賀上野城（伊賀市）

⚫ 赤目四十八滝、忍者（名張市）

（戦略１）

✓ 二地域居住適地としてのブランド化・首都圏へのＰＲ

✓ 移動が便利な自然に囲まれた暮らしの提供

✓ サードプレイス環境の提供

（戦略２）

✓ 東海道や旧街道を巡る観光ルートの提供

✓ 鉄道乗り放題の周遊プランの形成

✓ キャンプ場やスポーツを活用した滞在型観光の提供

✓ 観光情報案内など、伊賀－伊勢志摩間の周遊コースの提案

✓ 新名神高速道路、名阪国道、関西本線等を生かした滋賀・京
都・奈良方面とのイベント開催や情報発信等の広域観光連携

✓ 東海環状自動車道を活用した岐阜方面とのイベント開催や情報
発信等の広域観光連携

（戦略３）

✓ 副業向けのビジネス環境の確保

✓ 半導体、コンビナート、化学関連のR&D機能の誘致

（基盤づくり）

✓ 地域交通拠点からの二次交通の充実（近鉄四日市－JR四日市、
津駅－津なぎさまち間など）

✓ 品川駅や名古屋駅における北勢、伊賀への交通・観光案内

いなべ市

四日市市

鈴鹿市

亀山市

津市

伊賀市

名張市

木曽岬町

東員町

リニアの速達性を生かすとともに、半導体などの集積を活用し、イノベーションが生み出される環境整備や豊かな自然と大都市圏の多様さ
を手に入れられる新しいライフスタイルの創出による移住・定住の促進を図ります。
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６ リニアとともに歩む「みえのリ・デザイン」リーディングプロジェクト

フェーズⅠ：お伊勢参りからはじまる自然、歴史、食のみえを隅々まで満喫するプロジェクト（中央ブロック）

JR三瀬谷駅

道の駅奥伊勢おおだい

大台

VISON

VISON

伊勢神宮

伊勢市駅

宇治山田駅

鳥羽駅

鳥羽港

志摩スペイン村

鵜方駅

伊勢 鳥羽

志摩

松阪

大紀町

南伊勢町

志摩市

鳥羽市伊勢市

度会町

玉城町

明和町

松阪市

大台町

多気町

松阪駅

津津駅

津なぎさまち

名張

伊賀神戸駅

名張駅

上野市駅

伊賀上野駅

五十鈴川駅

リニア名古屋駅直結交通

広域連携交通

拠点間補完交通

鉄道駅

港（旅客船）

集客施設

広域拠点

補完拠点

交流拠点

【市町の主な資源】

⚫ 松阪牛、城下町（松阪市）

⚫ 斎宮（明和町）

⚫ VISON（多気町）

⚫ 森林、大自然アクティビティ（大台町）

⚫ 伊勢神宮、二見、おはらい町・おかげ横丁、夫婦岩、サン
アリーナ、神岳テラス（伊勢市）

⚫ 鳥羽水族館、ミキモト真珠島、海女小屋、離島（鳥羽市）

⚫ 賢島、英虞湾、横山展望台、海女小屋（志摩市）

⚫ 街道文化、アスピア玉城（玉城町）

⚫ 宮川、度会セブンマウンテン（度会町）

⚫ 海・山（峠）・川（大紀町）

⚫ 水産業、釣り（南伊勢町）

（戦略１）

✓ 伊勢志摩の自然を生かしたワーケーションや移住環境の充実

（戦略２）

✓ 観光列車の運行など奈良・大阪方面の広域観光ルート化

✓ リニア・在来線・船・バス・東海道新幹線などの広域的な観光
周遊ルートの形成

✓ 東紀州方面との連携強化（伊勢志摩絶景めぐりコース、滝巡り
コースの設定とＰＲ）

✓ 伊勢志摩国立公園内におけるアクティビティ体験の充実

✓ 街並みと食（グルメ）による伊勢神宮につながる新街道の形成

✓ 三重県のブランドの食材を通じた食の提供と発信

（戦略３）

✓ リニア開業を契機とした世界的ブランドをもつ企業の情報
発信と誘客

✓ 空飛ぶクルマなどの社会実装実験場所の提供

（基盤づくり）

✓ お伊勢参りから円滑な周遊のための交通連携軸の強化

✓ 太平洋岸自転車道やサイクルトレインなど快適に自転車で
周遊走行するための環境整備や機能の充実

伊勢志摩の自然、伊勢神宮を始めとする地域の特色ある歴史・文化・郷土の食など、この地域にしかない強みを生かして、一体的にブラ
ンディング・発信し、みえを満喫できる取組を進めます。
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６ リニアとともに歩む「みえのリ・デザイン」リーディングプロジェクト

フェーズⅠ：固有の歴史・自然を生かした観光起点による産業振興と移住・定住への展開プロジェクト（南ブロック）

尾鷲
JR尾鷲駅

熊野古道センター

JR熊野市駅

JR阿田和駅

鬼ヶ城

道の駅熊野花の窟

JR紀伊井田駅

JR紀伊長島駅
道の駅紀伊長島マンボウ

熊野灘臨海公園

JR三瀬谷駅

道の駅奥伊勢おおだい

熊野

御浜

紀宝

紀北

大台

道の駅パーク七里御浜

道の駅ウミガメ公園

志摩

熊野市

御浜町

紀宝町

尾鷲市

紀北町

リニア名古屋駅直結交通

広域連携交通

拠点間補完交通

鉄道駅

港（旅客船）

集客施設

広域拠点

補完拠点

交流拠点

【市町の主な資源】

⚫ 熊野古道伊勢路馬越峠、釣り・海遊び、漁港（魚まち）、水産
業（紀北町）

⚫ 夢古道おわせ、熊野古道センター、熊野古道伊勢路馬越峠、海
洋深層水、おわせSEAモデル構想（中電跡地）（尾鷲市）

⚫ 熊野古道伊勢路松本峠、鬼ヶ城、獅子岩、花の窟神社、熊野ア
グリパーク構想、道の駅熊野・板屋九郎兵衛の里（熊野市）

⚫ 柑橘の聖地（御浜町）

⚫ ウミガメ、みかん、熊野川（紀宝町）

（戦略２）

✓ 奈良方面（吉野）とのイベント開催や情報発信等の広域で
の観光連携・展開

（戦略３）

✓ 熊野古道センターのサードプレイスとしての活用

✓ 気象（地震・雨）をテーマとした研究の機能誘致

✓ 空き家等を活用した観光業、林業、水産業等、当地にちな
む「ワークスペース」づくり

✓ 尾鷲ヒノキ、熊野地鶏などの地場産品の活用

（基盤づくり）

✓ 世界遺産－熊野古道を巡礼するための交通支援システムの
検討（次世代モビリティ、シェアリング（自動車、電動自
転車等））

✓ 太平洋岸自転車道やサイクルトレインなど快適に自転車で
周遊走行するための環境整備や機能の充実

✓ 広域的に周遊できるような観光列車の運行

（戦略１）

✓ 歴史・自然とふれあう移住体験メニューの提供

（戦略２）

✓ 尾鷲駅－熊野古道センターを起点にした東紀州及び隣接地域へ
の観光展開

✓ 滞在型観光を促す民泊・農泊といった受入体制の充実

✓ 拠点における多言語対応

✓ 伊勢志摩方面との連携強化（伊勢志摩絶景めぐりコース、滝巡
りコースの設定とＰＲ）

✓ 和歌山方面（熊野本宮大社、新宮、太地等）とのイベント開催
や情報発信等の広域観光連携

道の駅熊野・板屋九郎兵衛の里

リニアによって大都市から身近になることを契機に、固有の歴史・自然とのふれあい、主要産業である農林水産業の体験などの観光を通
じて東紀州の魅力を感じてもらい、産業振興や移住・定住につながる取組を展開します。
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６ リニアとともに歩む「みえのリ・デザイン」リーディングプロジェクト

フェーズⅠ：リニア名古屋駅を核とした次世代の交通ネットワーク形成プロジェクト

⚫ リニア品川駅・名古屋駅での三重県各地への交通・観光案内の充実

⚫ リニア名古屋駅から三重を結ぶ鉄道・高速バスへの乗換プラットフォーム間を円滑に誘導する案内機能の充実(①）

✓ 名古屋駅構内の円滑な乗換のための案内整備

✓ デジタル道案内の整備（スマートグラスや音声AR（拡張現実）への対応など）

⚫ リニア名古屋駅から三重方面－県内交通へのチケットレス移動の拡大（②）

✓ 鉄道各会社、バス、タクシーなど公共交通機関における交通系ICカード化やタッチ決済、タッチレスやオンライン認証乗車等の可能エリアの拡大や導入

⚫ リニア名古屋駅から三重を結ぶ二次交通ネットワークの充実

✓ 各地域交通拠点への直通鉄道やバスの運行（広域的に周遊できるような観光列車も含む）

⚫ 道路ネットワークを活用した拠点間の高速バス自動運転（③）

✓ 県内周遊を促す地域交通拠点間の高速バス自動運転の検討

⚫ 拠点から観光資源等への周遊交通の充実（④、⑤）

✓ 地域交通拠点から観光施設等を周遊するためのシェアリング（自動車、電動自転車等）による移動手段の多様化

⑤拠点から観光資源等への周遊交通の充実イメー
ジ（カーシェアリングステーション（乗り継ぎ拠点）
mobil．punkt （ドイツブレーメン））

③拠点間の高速バス自動運転イメージ（フルサイズの自動運転
バス運行距離30km走行。イギリススコットランド）

④拠点から観光資源等への周遊交通の充実イメー
ジ（みなとみらいグリーン・マルチモビリティハブス
テーション（横浜））

①鉄道・高速バスへの乗換プラットフォーム間を円滑に誘導する案内
機能の充実イメージ（てらすガイド：駅におけるデジタル技術を活
用した案内）

②チケットレス移動の拡大イメージ（東日本旅客鉄道株式会社：公共交通機関の移動、決済、地域を
支えるDXの提供）

写真：CAVForth公式サイト 写真：ドイツ交通クラブ（VCD）HP写真：株式会社アットヨコハマHP

各ブロックのプロジェクトを支えるために、先行開業に向けて、名古屋駅からの円滑な乗換、チケットレス移動の拡大、拠点間の高速
バス自動運転やシェアリングによる拠点からの観光資源への周遊交通の充実などに取り組みます。

出典：三菱電気ビルソリューションズ株式会社カタログ「三菱ビル統合ソリューションてらすガイド」 出典：東日本旅客鉄道株式会社「JR東日本ニュースSuicaの当たり前を超えます」（令和6年１２月）
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６ リニアとともに歩む「みえのリ・デザイン」リーディングプロジェクト

全線開業を見据えての取組として、リニア三重県駅を核とした交通ネットワークの形成や広域のまちづくりを「みえのリ・デザイン」リーディングプロジェ
クト（フェーズⅡ）と位置づけます。

①リニア三重県駅を核とした広域観光モデル創出プロジェクト

②リニア三重県駅を核とした県内周遊を促す多モードネットワーク強化プロジェクト

③リニア三重県駅を核とした広域まちづくりプロジェクト

出典：リニア中央新幹線建設促進期成同盟会リニア中央新幹線建設を契機とした総合的な高速交通の将来像に関する研究会「リニア中央新幹線建設を契機とした総合的な高速交通の将来像（最終とりまとめ）」（令和6年6月）

◆リニア三重県駅の位置づけ（三重県は日本中央回廊に含まれる）

リニア三重県駅
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６ リニアとともに歩む「みえのリ・デザイン」リーディングプロジェクト

フェーズⅡ： リニア三重県駅を核とした広域観光モデル創出プロジェクト

現状・課題

⚫ 三重県は現状いわゆるゴールデンルートとされる東京－大阪間の広域的な高速交通軸（東海道新幹線）から離れていることから、インバウンドなどの取り
込みが十分にできていない状況です。

⚫ リニア中央新幹線の開業により、三重県内に新たに高速交通軸が形成されることから、これを生かした取組が重要です。

34

令和5年度における出国外国人における出入国空港の旅客数

        2,181万人

うち、出国空港と入国空港において、
関西IN⇒成田・羽田OUT、成田・羽田IN⇒関西OUTの流動は

        約125万人（全体の5％）

IN・OUTの空港が異なる「ゴールデンルート」利用者に一定需要が確認

◆東京・大阪間の訪日外国人の出入国空港間の移動の状況

出典：株式会社ナビタイムジャパン「インバウンドＧＰＳデータ」（令和5年時点）を元に作成

出典：国土交通省「令和５年度国際航空旅客動態調査-集計結果-」 より※年間拡大値、日本居住者を除く

◆東京・大阪間の訪日外国人の1㎞メッシュ別滞在者数（訪日外国人）

訪日外国人は東京、京都、大阪を中心に、富士山、伊豆箱根、名古屋に滞在してい
る状況にあり、東京・大阪間の東海道新幹線は３万人以上の移動が確認できる。

◆大都市住民からみたリニアによって、東京－大阪間の移動がしやすくなることを前提
にした場合、「広域観光」の取組関心度

出典：「リニアに関するアンケート調査」(令和7年10月）
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東京－大阪間の広域観光における三重県内観
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リニアと空港を活用した広域観光

リニア三重県駅発着の空飛ぶクルマを活用し
た周遊観光

ゴールデンルート

東京

大阪

京都

富士山

伊豆箱根

名古屋

三重県

訪日外国人の滞在の状況

訪日外国人の移動の状況

（人／年）

（人／年）
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６ リニアとともに歩む「みえのリ・デザイン」リーディングプロジェクト

フェーズⅡ： リニア三重県駅を核とした広域観光モデル創出プロジェクト

東京－名古屋－大阪間の大都市間を巡る観光の流れにおいて、リニア三重県を発着とした立ち寄り周遊による広域観光を促します。

⚫ 東京－大阪間を巡るインバウンド客の呼び込み
✓ 広域移動パスの提供

✓ リニア三重県駅から県内移動を支える交通手段の確保

✓ 県内の既存観光資源の活用

◆東京ー大阪間のゴールデンルートからの立ち寄りによる広域観光 写真：三重県観光連盟

◆東京ー大阪間のゴールデンルートからの立ち寄りモデルコース

三重県駅東京 県内スポット 三重県駅 奈良・大阪
リニア

玄関口 玄関口
リニア

ナガシマリゾート 四日市工場夜景 松阪牛伊賀上野城 海の幸 赤福

伊勢

尾鷲

熊野
南紀白浜空港

名古屋駅

東京

羽田空港
品川駅

関西国際空港

大阪

京都

三重県駅からの立ち寄り周遊

三重県駅からの立ち寄り周遊

三重県駅

京都
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◆和歌山・三重の紀伊半島を巡る広域観光

６ リニアとともに歩む「みえのリ・デザイン」リーディングプロジェクト

フェーズⅡ： リニア三重県駅を核とした広域観光モデル創出プロジェクト

東京－名古屋－大阪間の大都市間を巡る観光の流れにおいて、紀伊半島一周の観光軸を形成して広域観光を促します。
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⚫ リニア三重県駅を利用した紀伊半島一周の観光軸の形成
✓ リニア三重県駅との移動手段の確保

✓ 広域を周遊する観光列車の運行検討

✓ 観光軸沿線地域の既存資源の活用

✓ 観光軸沿線地域の機能分担（宿泊、食事、体験）

✓ 熊野古道伊勢路の認知度の向上

✓ 速達列車（例えば特急南紀・快速みえ等）のリニア三重県駅付近発着検討

✓ 和歌山県との連携による情報発信

◆リニア三重県駅から紀伊半島を巡るモデルコース

三重県駅各地 紀伊半島 駅・空港 各地
リニア

玄関口 玄関口 リニア
航空

VISON 伊勢神宮 SUP体験英虞湾 丸山千枚田熊野古道

伊勢

尾鷲

熊野
南紀白浜空港

名古屋駅

東京

羽田空港
品川駅

関西国際空港

大阪

京都

紀伊半島一周の観光軸

写真：三重県観光連盟

三重県駅



６ リニアとともに歩む「みえのリ・デザイン」リーディングプロジェクト

現状・課題
⚫ 県内では高速道路や鉄道の交通ネットワークが整備されていますが、リニア三重県駅の位置が確定した際には新たなアクセスを検討する必要があります。
⚫ また、県内各地域では、地域住民や観光客の足の確保や運転手不足への対応などの移動に関する課題がみられます。
⚫ リニアの開通時期を想定して、導入可能な様々なモード（交通機関）の運行距離、速さ、輸送力などの特性を組み合わせて、リニア三重県駅とのアクセス

や県内外の地域間、拠点周辺のアクセスを確保することが各戦略を支える上で重要となります。

フェーズⅡ：リニア三重県駅を核とした県内周遊を促す多モードネットワーク強化プロジェクト

大

小

輸送定員

低速

空飛ぶクルマ

高速バス

トラム・路面電車

鉄道（直通化）

長距離

近距離

移動距離

高速速度

パーソナルモビリティ

路線バス

シェアカー・タクシー

自走式ロープウェイ

グリーンスローモビリティ

小量×近距離

大量×長距離

…2040年代以降に、日常の
移動手段となり、主要都
市や観光都市で活用が実
現イメージとして示され
ている

中量×中距離

※

※

※

※

※

※ ※自動運転技術の導入に向けた実証事業
がされている交通機関

各交通機関のポジションについては、国土交通省資料、各事業者のホームページを参考に作成したもの
技術動向に関する記述は、経済産業省「第11回空の移動革命に向けた官民協議会」資料２、国土交通省「地域公共交通の「リ・デザイン」の実現に向けた新たな制度的枠組み等に関する基本的な考え方」の内
容より記載

…既存モビリティ技術（ロープウェイ、EV、モノレー
ル）を組み合わせた交通システム（令和7年時点実証
試験中、2030年前半に公道での走行が目標）

37

小量×中・長距離



６ リニアとともに歩む「みえのリ・デザイン」リーディングプロジェクト

フェーズⅡ：リニア三重県駅を核とした県内周遊を促す多モードネットワーク強化プロジェクト

38

⚫ リニア三重県駅発着の需要に応じたモビリティの導入
✓ 利用目的・需要に応じた交通モードの検討（高速バス型／特急鉄道型／空飛ぶクルマ

型）

⚫ 地域を跨るカーシェアや自動運転技術の導入
✓ 広域カーシェア導入検討
✓ 自動運転技術導入検討

⚫ 広域拠点・補完拠点・交流拠点における自動運転技術やパーソナルモビリ
ティ（シェアサイクルや電動キックボード等）の導入
✓ 自動運転技術導入検討
✓ パーソナルモビリティ等の導入検討

桑名
桑名駅＋西桑名駅

四日市
近鉄四日市駅＋JR四日市駅

鈴鹿
伊勢若松駅＋白子駅

津
津駅＋津なぎさまち

松阪
松阪駅

伊勢
伊勢市駅＋宇治山田駅
＋五十鈴川駅

鳥羽
鳥羽駅＋鳥羽港

志摩
鵜方駅
＋志摩スペイン村

尾鷲
尾鷲駅＋県立熊野古道センター

熊野
熊野市駅＋道の駅熊野・花の窟
＋鬼ヶ城

伊賀・名張
伊賀上野駅＋上野市駅
＋近鉄伊賀神戸駅
＋近鉄名張駅

大台
三瀬谷駅
＋道の駅奥伊勢おおだい

紀北
紀伊長島駅
＋道の駅紀伊長島マンボウ

いなべ
阿下喜駅＋伊勢治田駅

富田
近鉄富田駅＋三岐鉄道富田駅
＋JR富田駅

亀山
亀山駅

御浜
阿田和駅＋道の駅パーク七里御浜

紀宝
紀伊井田駅＋道の駅紀宝町ウミガメ公園

長島リゾート
＋桑名駅＋西桑名駅

ＶＩＳＯＮ
＋松阪駅

鈴鹿サーキット
鈴鹿スポーツガーデン
＋白子駅
＋伊勢鉄道鈴鹿サーキット稲生駅

湯の山温泉
アクアイグニス
＋湯の山温泉駅
＋道の駅菰野

鉄道駅

港（旅客船）

道の駅

集客施設

広域拠点

補完拠点

交流拠点

リニア
三重県駅

既存の交通ネットワークの活用と次世代モビリティの導入を組み合わせて、リニア利用者や地域住民の県内移動の選択肢を増やし、各種
活動を支えるとともに、交流を活性化します。

◆多モードネットワーク強化のイメージ

柘植
柘植駅

高速バス型 特急鉄道型 空飛ぶクルマ型

リ
ニ
ア
三
重
県
駅
発
着
の

モ
ビ
リ
テ
ィ

地
域
を
跨
る
モ
ビ
リ
テ
ィ

広
域
拠
点
等
周
辺
の
モ
ビ

リ
テ
ィ

広域シェアカー

シェアサイクル 電動キックボード

交
通
モ
ー
ド
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

柘植
柘植駅
フェースⅡ

各
モ
ー
ド
へ
の
自
動
運
転
技
術
の
導
入

自走式ロープウェイ

トラム

画像：Zip Infrastructure株式会社ホームページ



６ リニアとともに歩む「みえのリ・デザイン」リーディングプロジェクト

現状・課題
⚫ リニア中央新幹線のリニア三重県駅周辺は大都市と直接結ばれる土地となることから、様々な機能の立地ポテンシャルが高まります。しかしながら、駅が

設置されるだけでは単なる交通結節点となってしまい、「めざす三重の姿」の実現が困難になります。
⚫ 先行開業の中間駅の駅周辺エリアや背後圏域に対して、代表的な機能ごとに、立地が想定される施設が提示されています。三重県においても、これを参考

にしつつ、県の特性を生かしたまちづくりが重要となります。
⚫ リニア三重県駅周辺には、巨大地震の想定震度７のエリアを避けるリニア中央新幹線を活用した被災時における県全域への迅速な人的援助を可能とする受

援機能をもつことが可能になります。

フェーズⅡ：リニア三重県駅を核とした広域まちづくりプロジェクト

◆南海トラフ巨大地震の想定震度の最大値の分布図

出典：中央防災会議防災対策実行会議「南海トラフ巨大地震対策検討ワーキンググループ報告書説明資料」p3 
強震波形4ケースと経験的手法の震度の最大値の分布の図（令和7年3月）を元に作成

◆リニア三重県駅周辺の都市機能等の分布状況

出典：リニア中央新幹線建設促進三重県期成同盟会提案 駅候補地案概略位置図

◆三重県のリニア中央新幹線駅の候補地 ◆代表的な機能と中間駅周辺地域に立地が想定される施設

出典：リニア中間駅（４駅）を中心とする地域活性化に関する検討委員会「リニア中央新幹線中間駅を核とする
「新たな広域中核地方圏」の形成」（令和5年10月）

地図：地理院地図、土地利用状況を踏まえて作成39

東海道新幹線

リニア中央新幹線
品川駅

名古屋駅

リニア三重県駅 7

6強

6弱

5強

5弱

4

震度階級

5㎞圏 5㎞圏

5㎞圏

●中勢北部サイエンスシティ

●能褒野町工業団地

●四日市南部工業団地

●鈴鹿大学

●輸送用機械製造業

既成
市街地

●公益財団法人国際環境技術移転センター

集客
機能

医療
教育
機能

●三重大学医学部付属病院
●三重大学

研究
産業
機能

●亀山・関テクノヒルズ

リニア三重県駅
候補地

●県立総合医療センター

●市立四日市病院

●鈴鹿医療科学大学

●御園工業団地

●鈴鹿工業高等専門学校
●鈴鹿サーキットパーク



６ リニアとともに歩む「みえのリ・デザイン」リーディングプロジェクト

フェーズⅡ：リニア三重県駅を核とした広域まちづくりプロジェクト

県内外から訪れる人の三重県の玄関口として各種需要に応じた独自性のある駅機能やデザインを備えるとともに、リニアがもたらす防災
上の効果を最大限発揮させる、災害に強いまちづくりを検討していきます。

40

魅力あるリニア三重県駅の空間のデザイン

① 駅・駅周辺地域に導入する機能

② 三重県らしいデザイン

［「美し国」らしいデザインの検討 ］
➢ 地域の工芸（国指定伝統工芸品：伊勢型紙、伊賀くみひも、四日市萬古焼、鈴鹿墨）や特産品（真珠、尾鷲ヒノキ、那智黒石等）、シンボル（伊勢神宮、熊野古道等）

を想起させるデザインのあり方を検討し、駅を利用する方々に「美し国みえ」の印象を強くアピールできるようにします。

③ 整備・運営手法・役割分担の検討
➢ 物販や飲食施設をはじめとする各施設の整備については、民間企業などの参入意向なども踏まえた検討を進めます。
➢ 運営手法についても民間企業からの意見を参考にしながら、検討を進めます。

リニア三重県駅周辺及び隣接する地域を含めた広域のまちづくりの検討

① 周辺地域の市街地にある施設との適切な機能連携
• リニア三重県駅に必要な機能のうち、サービス機能（商業、宿泊など）、医療・教育や産業・研究開発機能については周辺市（亀山市、鈴鹿市、津市）の市街地にある公共・公

益施設、商業・業務施設等との適切な機能連携をはかっていきます。

② 広域的なまちづくりの実現に向けた都市計画に関する留意事項
• 三重県では各都市計画区域毎にまちづくりの方針となる都市計画区域マスタープラン（亀山、鈴鹿、津など）を策定しています。
• リニア開業により、リニア三重県駅周辺及び隣接する地域に及ぼす影響が大きいため、各都市計画区域マスタープラン間での広域調整が必要となります。
• 亀山市においては、非線引き都市計画区域となっており、用途が指定されていない白地地域に駅が整備される可能性があります。リニア三重県駅周辺のまちづくりの方針が決

定するまでの無秩序な開発を防止するため、特定用途制限地域の指定などの規制手法を検討していきます。
• 隣接する津市、鈴鹿市においては、津・鈴鹿都市計画区域の市街化調整区域等での開発圧力が高まる可能性があります。
• 周辺地域とのバランスを踏まえながら、適切な土地利用の方向性を検討していきます。

リニアを生かした防災上の効果の最大限の発揮

［交流を拡大させる機能］
➢ 県内の特産品が購入できる物販施設、味わうことが

できる飲食施設
➢ 地域産業の情報発信やビジネス交流の拠点となる機

能の整備

［交通拠点機能］
➢ 駅前広場機能：バスターミナルや送迎バースなど。

ウォーカブルな空間などの検討
➢ 電気自動車などの次世代モビリティへの対応：蓄電、

エネルギー補充機器の検討
➢ 待ち時間をストレスなく過ごせる：託児機能、休憩

スペースなど
➢ 高速通信ネットワークなどのデジタルインフラ

［ゲートウェイ機能・次世代サービスの提供］
➢ 県内全域を対象とした総合案内機能（ワンストップ

予約・決済等の提供、AIコンシェルジュ等）
➢ 県内の各自治体を紹介、体験できるスペース：ブー

スやイベントスペース、コンベンション機能

① 災害時における他地域との連携強化
• 県地域防災計画及び市町地域防災計画をはじめとする各計画との整合性をはかっていきます。
• リニアが持つ人員の高速かつ大量輸送力を生かし、沿線の自治体や防災関係機関等の間で、大規模災害時等の広域的かつ円滑な支援体制及び受援体制の強化・構築を検討してい

きます。
• リニア三重県駅が国全体の交通要衝に立地することを生かし、周辺の新名神、名阪国道等の道路ネットワークや在来線の鉄道ネットワークのインフラの維持や整備を促進します。



６ リニアとともに歩む「みえのリ・デザイン」リーディングプロジェクト

リニア三重県駅の将来イメージ（空から） ※本イメージ案は特定の駅位置や交通インフラを想定したものではありません。

新たな玄関口として様々な交通手段（鉄道、バス、自動車、次世代モビリティなど）と県内各地域を結ぶ交通拠点となるリニア三重県駅

41



６ リニアとともに歩む「みえのリ・デザイン」リーディングプロジェクト

42

リニア三重県駅の将来イメージ（地上から）※本イメージ案は特定の駅位置や交通インフラを想定したものではありません。

様々な交通手段（鉄道、バス、自動車、次世代モビリティなど）と乗換しやすいリニア三重県駅
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取組１ 都市部の企業や大学への通勤・通学
が選択可能な三重に

取組２ 地域と多様な形で関わる人が増える
三重に

① 来訪者や住民など多様な人々が行き交
う場の創出

➢ リニア三重県駅や地域交通拠点における
民間投資が進む環境づくり

➢ 大規模イベントや周年事業を契機とした
誘客の推進

② 海辺から山麓エリアまで揃う三重なら
ではの体験の提供と賑わい創出の仕掛
けづくり

➢ 潮干狩りから森林セラピーなど、三重の
様々な自然に触れる機会のＰＲ

➢ 多彩な自然環境を生かした既存資源のリ
ノベーションの実施

➢ 農林水産業などの地域のお手伝いをきっ
かけにした企業と地域の関係づくり

➢ 関係人口の量的拡大と質的向上に向けた
環境整備

① リニアの速達性を生かした交通ネット
ワーク強化

➢ リニア発着に合わせた定時性のある交通
ネットワークの構築

➢ 鉄道、高速バスなど複数交通モードにお
けるリニア三重県駅結節の強化

② 快適なリモートワークが可能なサード
プレイス環境の創出

➢ 地域交通拠点周辺におけるコワーキング
スペース等の確保

➢ デジタル技術を利活用した新たな暮らし
方、働き方に資する環境づくり

＜駅位置確定＞ ＜全線開業＞ ＜実施主体＞＜先行開業＞

構想 検討・具体化 整備・試行 実行・継続
行政、交通事業者、
DMO

構想 検討・具体化・調整 整備・試行 実行・継続 行政、交通事業者

ニーズ調査 検討・具体化 整備・試行 実行・継続
行政、交通事業者、経
済団体

構想 検討・具体化・調整 整備・試行 実行・継続 行政、IT企業、大学

検討 計画・誘致 整備、試行 運用・拡充
行政、民間事業者、経
済団体

構想 検討・企画 開催、効果検証 定期開催
行政、観光協会・DMO、
民間事業者

検討 具体化・発信強化 試行・実証 運用・PR
行政、観光協会、DMO,
民間事業者

構想 検討・具体化 整備・運用 運用・改善
行政、観光協会、DMO,
民間事業者

検討 検討・具体化 試行・情報発信 運用・改善
行政、農林水産団体、
企業、NPO

検討 検討・具体化 試行・情報発信 運用・改善
行政、観光協会、NPO、
民間事業者

43



７ ロードマップ
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① リニアの速達性を生かした移住・二地域
居住の促進

➢ 三重の自然や街並みと共存する景観形成
の促進・保全やそのＰＲ

➢ 転職なき移住を支えるリニア通勤可能地
域となることの首都圏・関西圏へのＰＲ

➢ 大都市の若者向けに三重県内の就職情報
の発信

➢ 移住・二地域居住者に対するリニアを活用
した移動費負担の軽減

② 移住・二地域居住を支える快適なリモー
トワークが可能なサードプレイス環境の
提供

➢ 豊かな自然環境を生かしたコワーキング
施設やインキュベーション施設の整備

➢ 既存のコワーキング施設やインキュベー
ション施設を活用した利用者同士が交流
できる場と仕組みづくり

③ 県外からの移住先の選択を高める交流の
活発化

➢ 三重県の魅力の情報発信・プロモーショ
ン

➢ 地域交通拠点までの交通網の充実

④ 若年層・子育て世代の定住を促す働く
場・子育て環境の創出

➢ 若年層の働く場の確保のための地域一体
で行う採用活動等の支援

➢ 子育て中の女性が働きやすい職場づくり
（セミナー開催、相談窓口設置）

➢ 空き家の利活用など住宅取得の支援

➢ 大都市でのコンサートやテーマパークな
ど余暇が楽しめる地域となることの情報
発信

⑤ 高齢者も安心して暮らせる生活環境の充実

➢ ＤＸを活用した医療・健康管理の向上や
コミュニケーション促進の環境づくり

➢ ラストワンマイル配送や次世代モビリ
ティ活用による移動手段の確保

取組３ 県外からの移住希望者に選ばれると
ともに定住が促進される三重に

＜駅位置確定＞ ＜全線開業＞ ＜実施主体＞＜先行開業＞

構想 検討・具体化 整備・試行 実行・継続
行政、観光協会、民間
事業者（景観保全活
動）

構想 検討・具体化・PR 整備・試行 PR・継続
行政、民間事業者、IT
企業

構想 検討・具体化・情報発信 整備・試行 運用・継続
行政、民間事業者、IT
企業

構想 検討・具体化・調整 整備・運用・効果検証 運用・継続
行政、民間事業者、経
済団体

構想 検討・具体化 整備・運用・効果検証 運用・拡充
行政、民間事業者、経
済団体

検討 具体化 PR活動、効果検証 運用・継続
行政、観光協会・DMO、
民間事業者

検討 調整 整備・試行 運用・改善
行政、観光協会・DMO、
民間事業者

ニーズ把握 具体化 試行・効果検証 運用・継続
行政、民間事業者、経
済団体、学校

ニーズ把握 支援策検討 試行・効果検証 運用・継続 行政、民間事業者、NPO

ニーズ把握 支援策検討 試行・効果検証 運用・継続 行政、民間事業者、NPO

現状把握 検討・具体化 試行・効果検証 運用・拡充
行政、医療機関、IT企
業

現状把握 検討・具体化 試行・効果検証 運用・拡充
行政、交通j業者、民間
事業者、IT企業

構想 検討・具体化 整備・試行 実行・継続
行政、交通事業者、民
間事業者

ニーズ把握 支援策検討 試行・効果検証 運用・継続 行政、民間事業者、NPO



７ ロードマップ

取組１ もっと身近に便利に旅を楽しめる三
重に

45

① 県内全域を対象とした総合交通・観光
案内の充実

➢ 県内の周遊に繋げる交通案内の充実

➢ 県内各地域の交通・観光情報のリアルタ
イムの共有

② 広域ＭａａＳの活用による情報提供や
ワンストップ予約・決済等の提供

➢ 鉄道ネットワークにおける交通系ＩＣ
カード化の促進

➢ 複数の交通機関で使えるクレジットカー
ド決済の仕組みや一体的に予約ができる
仕組みの導入

③ リニア三重県駅や地域交通拠点の独自
性・魅力の向上

➢ 拠点周辺の資源を活用した体験メニュー
やイベント開催等の魅力発信

➢ 地域ブランドとなる地場産品の販売場所
の拡大

④ 地域交通拠点を中心とした観光地まで
の交通ネットワークの構築

➢ 既存交通インフラの活用やそれらを補完
する次世代モビリティの導入

➢ バス路線の再編・集約、地域交通拠点と
観光地間の移動環境の充実

⑤ 観光地内のサイズ感に応じたシェアリ
ング型移動サービス

➢ レンタカー、シェアサイクルなど、シェ
アリング型移動サービスの行政域を越え
た広域的導入

戦
略
２
新
た
な
玄
関
口
か
ら
は
じ
ま
る
観
光
交
流
の
拡
大

＜駅位置確定＞ ＜全線開業＞ ＜想定実施主体＞＜先行開業＞

検討 具体化 運用・情報発信 継続、改善
行政、交通事業者、
システム開発企業、DMO

検討 システム構築 運用・情報発信 継続、改善
行政、交通事業者、
システム開発企業、DMO

検討 導入計画・調整 導入 改善・拡充
行政、交通事業者、シ
ステム開発企業

検討 導入計画・調整 導入 改善・拡充
行政、交通事業者、民
間IT企業・決済事業者

検討 具体化・情報発信 イベント開催、発信 新規開発・発信
行政、生産者・販売者、
流通業者・小売業者

検討 具体化・整備 実行・強化 新規開拓、強化
行政、生産者・販売者、
流通業者・小売業者

構想 検討・試行 導入、評価 継続、改善
行政、交通事業者、モ
ビリティ事業者

構想 検討・具体化 導入、評価 継続、改善 行政、交通事業者、DMO

構想 検討・試行 導入、評価 継続、改善 行政、交通事業者、交
通事業者
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７ ロードマップ
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取組２ リニア駅から魅力ある滞在型・周遊
観光の旅を提供する美し国三重に

① 東海道や旧街道等を切り口とした観光
エリアの形成

➢ 東海道や旧街道と地域資源の結びつけに
よる周遊の促進

➢ 既存鉄道を活用した周遊の促進

② 当地ならではの地場産業とコラボした
ＰＲの実施

➢ 地場産業と特産物をセットにした商品開
発・ＰＲ

③ 観光コンテンツの組合せによるプロ
モーションの展開

➢ テーマパーク、公園、夜景、お祭りなど
観光資源を活用したプロモーション・集
客資源間のゾーン形成

➢ 自然、文化、名所、スポーツ、古道、街
道、まちなみ、神社仏閣など点在する共
通資源や組合せによる資源の魅力向上

④ 周遊観光を可能にする旅行者のニーズ
に合わせた二次交通の充実

➢ 鉄道との乗換が便利な二次交通の充実、
ライドシェアの推進、既存コミュニティ
バスの観光への活用

⑤ インバウンド向けのプロモーションと
多言語対応施設の充実

➢ 花火大会や祭りなどの開催時期に併せた
メニュー開発とプロモーションの実施

➢ 観光コンテンツ造成や観光客向けの移動
手段などの受け入れ環境整備及び多言語
対応（案内の充実、人材の確保・育成）

戦
略
２
新
た
な
玄
関
口
か
ら
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ま
る
観
光
交
流
の
拡
大

46

＜駅位置確定＞ ＜全線開業＞ ＜実施主体＞＜先行開業＞

構想 検討・PR 試行・効果検証 運用、継続 行政、観光協会・DMO、
民間事業者、歴史団体

構想 検討 試行・効果検証 運用、継続
行政、交通事業者、観
光協会・DMO、民間事業
者

構想 検討 試行・効果検証 運用、継続 行政、経済団体、民間
事業者、観光協会・DMO

構想 検討・PR 試行・効果検証 運用、継続 行政、観光協会・DMO、
民間事業者

構想 検討 試行・効果検証 運用、継続 行政、観光協会・DMO、
民間事業者、文化団体

課題整理 検討 整備・試行 運用、継続 行政、交通事業者、民
間事業者

構想 検討・PR 試行・効果検証 運用、継続、PR 行政、交通事業者、民
間事業者

課題整理 検討・整備 整備・試行・効果検証 運用、拡充 行政、観光協会・DMO、
民間事業者、人材育成
団体



７ ロードマップ

47

取組２ リニア駅から魅力ある滞在型・周遊
観光の旅を提供する美し国三重に

⑥ 三重ならではの体験コンテンツの充実

➢ 閑散期に提供できる体験コンテンツの充
実、風土・文化の活用

➢ 工芸、グルメ、アクティビティ（登山、
サイクリング等）の体験ツアーの造成

➢ 周遊観光促進に向けた県内の日本遺産
（斎宮、伊賀・甲賀、鳥羽・志摩）の活用

⑦ ブレジャーやラーケーションなど新し
い旅行スタイルを促進するための取組
や観光メニューの充実
➢ ブレジャーやラーケーション用観光メ

ニューの開発
➢ 地域交通拠点におけるブレジャー機能の

導入

⑧ 滞在型観光を促す受入体制の充実

➢ 既存宿泊施設の連携・活用、民泊や農泊
など地域や繁閑にあわせた受け入れ体制
の充実

➢ 滞在型を促す宿泊、飲食、地域資源を組
み合わせた観光パッケージの作成と販売

戦
略
２
新
た
な
玄
関
口
か
ら
は
じ
ま
る
観
光
交
流
の
拡
大

＜駅位置確定＞ ＜全線開業＞ ＜実施主体＞＜先行開業＞

構想 具体化 試行・効果検証 運用、拡充 行政、観光協会・DMO、
民間事業者

構想 具体化 試行・効果検証 運用、拡充 行政、観光協会・DMO、
民間事業者

構想 具体化 試行・効果検証 運用、拡充 行政、観光協会・DMO、
民間事業者、文化団体

構想 具体化 試行・効果検証 運用、拡充 行政、観光協会・DMO、
民間事業者

構想 具体化 整備・試行 運用、拡充 行政、交通事業者、民
間事業者

構想 受入体制検討 試行・効果検証 運用、拡充 行政、民間事業者、観
光協会・DMO

構想 受入体制検討 試行・改善・PR 運用、改善 行政、民間事業者、観
光協会・DMO、旅行会社
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７ ロードマップ

取組１ クリエイティブな人材や企業をひき
つける交流空間を創出する三重に

① 地域産業の情報発信やビジネス交流の拠
点となる機能の整備

➢ 首都圏のビジネスパーソンとのマッチン
グ機会の創出

➢ 空きオフィスの活用など地域産業の情報
発信機能やコワーキングスペースの整備

② 高速通信ネットワークなどのデジタルイ
ンフラの整備

➢ ＷｉＦｉ設備の設置やローカル５Ｇの敷
設、サテライトオフィスへの通信インフ
ラの整備

➢ 既存の情報システムやネットワークの安
定運用、適切な情報セキュリティの確保

③ サテライトオフィス、シェアオフィス、
ベンチャーオフィス環境の提供

➢ サテライトオフィスやシェアオフィスの
設置

➢ オフィス環境提供とあわせた創業支援の
実施

➢ 都市圏からの滞在時に副業に活用できる
ビジネス拠点の確保

➢ 従業者や研究者のストレス軽減やリフ
レッシュできる環境整備

戦
略
３
新
た
な
玄
関
口
か
ら
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ま
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
の
拡
大
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＜駅位置確定＞ ＜全線開業＞ ＜実施主体＞＜先行開業＞

調査 システム構築 試行・効果検証 運用、拡充 行政、民間事業者、経
済団体、IT企業

検討 体制構築 試行・効果検証 運用、拡充 行政、民間事業者、経
済団体、IT企業

検討 体制構築 試行・効果検証 運用、拡充 行政、通信事業者、民
間事業者、IT企業

課題整理 運用体制構築 試行・効果検証 運用、強化 行政、IT企業、民間事
業者

構想 検討・調整 試行・効果検証 運用、拡充 行政、民間事業者、経
済団体

現状把握 検討・調整 試行・効果検証・PR 運用、拡充 行政、民間事業者、経
済団体、金融機関

構想 検討・調整 試行・効果検証・PR 運用、拡充 行政、民間事業者、IT
企業、経済団体

現状把握 検討・調整 試行・効果検証 運用、拡充 行政、民間事業者、医
療・福祉団体、NPO



構想 検討・誘致 試行・効果検証 運用、拡充
行政、林業団体、大学・
高専、民間事業者、医療
機関

７ ロードマップ

取組２ 大都市圏の多様さと地域をつなげ新
たな産業・雇用を創出する三重に

① スタートアップや新規事業の創出・業態転
換等を支援するインキュベーション施設整
備

➢ 既存のインキュベーション施設の活用と成
長を促す仕組みづくり

➢ 空き店舗を活用したチャレンジショップな
どの仕組みづくり

② 高付加価値型産業や成長分野となる可能性
がある研究所・産業の誘致・促進

➢ 観光と連携した産業観光の推進（地場産業
や農産物等の活用）

➢ 首都圏とのアクセス利便性の良さのＰＲ

➢ 立地を促す優遇税制措置の導入、国際的な
ビジネス展開の支援、研究機能の立地・強
化を図るための制度導入

➢ 高付加価値型産業に必要なスキルを持つ人
材育成

➢ 生産拠点がある強みを生かした研究所の誘
致・設置

➢ 半導体産業の集積を生かした企業や研究開
発拠点の誘致

➢ ゼロカーボン、ネイチャーポジティブなど
自然を生かした企業参画の促進

③ 革新的・先進的技術やサービスの社会実装
実験場所の提供

➢ 都市部では困難な社会実装に向けた実装エ
リアの提供、高専・大学等の実証の場所の
提供

➢ 資金面・人員面での研究協力による投資リ
スクの大きい研究開発に挑戦する企業の誘
致

④ 公設試験研究機関のサテライト施設の誘致

➢ 既存公設試験研究機関の機能拡充・活用

➢ 三重県に関連性が高い気象（地震・雨）等
をテーマとした研究の機能誘致

➢ 林業が盛んな地域における例えば花粉症対
策といった関連研究施設の整備

戦
略
３
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る
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の
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＜駅位置確定＞ ＜全線開業＞ ＜実施主体＞＜先行開業＞

構想 検討・調整 試行・効果検証・PR 運用、拡充 行政、民間事業者、経
済団体、IT企業

構想 検討・調整 試行・効果検証・PR 運用、拡充 行政、民間事業者、経
済団体、NPO

構想 検討・PR 試行・効果検証 運用、拡充 行政、観光協会・DMO、
民間事業者、経済団体

情報整理 検討・PR 試行・効果検証 運用、拡充
行政、観光協会・DMO、
交通事業者、民間事業
者

構想 検討・誘致活動 試行・効果検証・PR 運用、拡充 行政、民間事業者、経
済団体

現状把握 検討 試行・効果検 運用、拡充
行政、大学・高専・専
門学校、民間事業者、
経済団体

現状把握 検討・誘致活動 試行・効果検証 運用、拡充 行政、民間事業者、大
学・高専、経済団体

現状把握 検討・誘致活動 試行・効果検証 運用、拡充 行政、民間事業者、大
学・高専、経済団体

現状把握 検討・誘致活動 試行・効果検証 運用、拡充 行政、民間事業者、NPO、
大学・高専

現状把握 検討 試行・効果検証 運用、拡充 行政、大学・高専、民
間事業者、NPO

現状把握 検討 試行・効果検証 運用、拡充 行政、大学・高専、民
間事業者、金融機関

現状把握 検討・拡充 試行・効果検証 運用、拡充 行政、公設試験研究機
関、大学・高専、民間
事業者

構想 検討・誘致 試行・効果検証 運用、拡充 行政、大学・高専、民間
事業者、気象関連機関
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７ ロードマップ

取組３ 行政・企業・高等教育機関の機能移転
やバックアップの拠点となる三重に

① 防災を意識した行政・企業・高等教育機
関の機能移転、バックアップ拠点の誘致

➢ 企業の資産であるデータ関連のバック
アップ拠点（特化型のデータセンター）
の整備

➢ 省庁の一部の誘致や政府関係機関の地方
移転

➢ 本社機能の移転、誘致

➢ 都市・地方間を含む大学間連携の強化
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＜駅位置確定＞ ＜全線開業＞ ＜実施主体＞＜先行開業＞

構想 検討・調整 試行・効果検証・PR 運用、拡充 行政、民間事業者、IT企
業、電力・通信事業者

構想 検討協議・誘致活動 試行・効果検証・PR 運用、拡充 行政、民間事業者、経済
団体

構想 誘致活動 試行・効果検証・PR 運用、拡充 行政、民間事業者、経済
団体、IT企業

構想 検討・調整 試行・効果検証・PR 運用、人材育成
行政、大学・高専、民間
事業者、経済団体、教育
委員会



７ ロードマップ

（
１
）
リ
ニ
ア
三
重
県
駅
を
核
と
し
た
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

取組２ 新たな玄関口とつながる道路ネット
ワークの整備

① 「地域交通拠点」間の高規格道路等の充
実

➢ 高規格道路のネットワーク強化

➢ 主要幹線道路の整備

② リニア三重県駅と高速道路を直結する道
路整備

➢ 道路ネットワークとのダイレクト接続

➢ 道路を利用した公共交通の定時性を確保す
るための主要幹線道路の整備

取組１ 新たな玄関口としての駅前交通ター
ミナル整備

① 交通拠点整備

➢ リニア三重県駅と二次交通の直結性を重視
した公共交通の乗換利便性の向上

➢ バスターミナル、賑わい空間、ウォーカブ
ルな空間などの整備

➢ 次世代モビリティ導入空間やシェアモビリ
ティーへの対応を可能とした空間の確保

② 駐車場の整備

➢ リニア利用者向け駐車場の整備

＜駅位置確定＞ ＜全線開業＞ ＜実施主体＞＜先行開業＞

課題整理 計画・調整 試行・効果検証 運用、拡充 行政、交通事業者、民間
事業者

現状把握 計画・調整 試行・効果検証 運用、拡充
行政、民間事業者。交通事
業者、都市計画コンサル

構想 計画・調整 試行・効果検証 運用、拡充 行政、民間事業者、交通
事業者、IT企業

現状把握 計画・調整 試行・効果検証 運用、拡充
行政、民間事業者、交通事
業者、都市計画コンサル

現状把握 検討・設計 整備・効果検証 運用、拡充 行政、民間事業者

現状把握 検討・設計 整備・効果検証 運用、拡充 行政、民間事業者

現状把握 検討・設計 整備・効果検証 運用、拡充 行政、民間事業者

現状把握 検討・設計 整備・効果検証 運用、拡充 行政、交通事業者、民間
事業者
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７ ロードマップ

（
１
）
リ
ニ
ア
三
重
県
駅
を
核
と
し
た
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

取組３ 鉄道ネットワークの強化・充実

① 既存鉄道の利便性の向上
➢ 交通系ＩＣカード化やタッチ決済、タッチレ

スやオンライン認証乗車等の可能エリアの拡
大や導入

➢ 複数路線鉄道駅の乗換利便性の向上

➢ 鉄道間の乗り継ぎダイヤの調整

② 既存鉄道の速達化や多頻度運行
➢ 特急運行・直通運行による速達化

➢ 需要創出による多頻度運行

③ 新駅の設置もしくは新たな交通手段の検討
➢ リニア三重県駅・鉄道駅乗換利便性の向上

➢ 鉄道ネットワークを活用した直通化・高速化

取組４ 新たな二次交通ネットワークの形成

① リニア発着に合わせた定時性のある交通
ネットワークの構築

➢ リニア発着にあわせた接続（ダイヤ、時間の
読める道路など）

➢ 地域交通拠点とのシャトルバス運行

② 高速バス路線開設

➢ 名古屋駅直通バスの運行拡充

➢ 高速バス路線の充実

③ 地域交通拠点周辺の次世代モビリティ・シ
ステムの導入

➢ 地域交通拠点から観光地までの電動キック
ボード等の次世代モビリティの導入

➢ 次世代モビリティに係る施設整備

④ 地域交通拠点エリアを連結する自動運転モ
ビリティの導入

➢ 地域交通拠点と観光拠点間や近接する拠点間
等の自動運転技術の導入

⑤ 太平洋岸自転車道やサイクルトレインの環
境整備や機能の充実

➢ 道路環境、サイクルステーションなどの充実
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＜駅位置確定＞ ＜全線開業＞ ＜実施主体＞＜先行開業＞

可能性検討b 計画・調整 導入・効果検証 運用、拡充 行政、交通事業者、IT企
業

現状把握 計画・調整 導入・効果検証 運用、拡充 行政、交通事業者

現状把握 ダイヤ調整・事業者調整 導入・効果検証 運用、拡充 行政、交通事業者

現状把握 計画・事業者調整 運行・効果検証 運用、拡充 行政、交通事業者

現状把握 計画・事業者調整 運行・効果検証 運用、拡充 行政、交通事業者

現状把握 計画・事業者調整 運行・効果検証・PR 運用、拡充 行政、交通事業者、民間
事業者

現状把握 計画・事業者調整 運行・効果検証・PR 運用、拡充 行政、交通事業者、民間
事業者、IT企業

現状把握 計画・事業者調整 運行・効果検証・PR 運用、拡充 行政、交通事業者、民間
事業者、IT企業

現状把握 計画・事業者調整 運行・効果検証 運用、拡充 行政、交通事業者、民間
事業者、NPO

現状把握 計画・事業者調整 運行・効果検証 運用、拡充 行政、交通事業者、民間
事業者、IT企業

現状把握 計画・事業者調整 運行・効果検証・PR 運用、拡充 行政、交通事業者、民間
事業者



７ ロードマップ

（
２
）
リ
ニ
ア
三
重
県
駅
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

取組１ 魅力あるリニア三重県駅の空間デザイ
ン

① 駅・駅周辺の交通拠点機能・ゲートウェイ
機能・交流促進機能の整備

➢ 交通拠点機能の整備

➢ ゲートウェイ機能の整備

➢ 交流促進機能の整備

② 三重県らしいデザインの導入
➢ 「美し国みえ」の印象を強くアピールするデ

ザインの導入

③ 整備・運営手法・役割分担の検討
➢ 民間企業などの参入意向なども踏まえた検討
➢ 民間企業からの意見を参考にした運営手法の

検討

取組２ リニア駅周辺及び隣接する地域を含めた
広域のまちづくりの検討

① 周辺地域の市街地との適切な機能連携の
検討

➢ 周辺地域の公共・公益施設、商業・業務施
設等との適切な機能連携の検討

② 広域的なまちづくりの実現に向けた都市
計画の検討

➢ 各都市計画区域マスタープラン間の広域調
整

➢ 無秩序な開発防止に向けた特定用途制限地
域の指定などの規制手法の検討

➢ 周辺地域とのバランスを踏まえた適切な土
地利用の方向性の検討

＜駅位置確定＞ ＜全線開業＞ ＜実施主体＞＜先行開業＞

現状把握 設計・調整 導入・効果検証 運用、拡充 行政、交通事業者

現状把握 計画・調整 導入・効果検証 運用、拡充 行政、民間事業者、観光
協会・DMO

現状把握 計画・調整 導入・効果検証 運用、拡充
行政、民間事業者、観光
協会・DMO

現状把握 計画・事業者調整 導入・効果検証 運用、拡充
行政、民間事業者、観光
協会・DMO

現状把握 計画・事業者調整 導入・効果検証 運用、拡充 行政、民間事業者

現状把握 計画・調整 運用、拡充 運用、拡充 行政

現状把握 計画・調整 運用、拡充 運用、拡充 行政

現状把握 計画・調整 運用、拡充 運用、拡充 行政、防災関係機関等

現状把握 計画・調整 運用、拡充 運用、拡充 行政

取組３ リニアを生かした防災上の効果の最大限
の発揮

① 災害時における他地域との連携強化

➢ 県地域防災計画及び市町地域防災計画をは
じめとする関連計画との整合・調整

➢ 大規模災害時等の広域的かつ円滑な支援体
制及び受援体制の強化・構築の検討

➢ リニア三重県駅が国全体の交通要衝に立地
することを生かす道路や鉄道ネットワーク
のインフラの維持・整備

現状把握 計画・事業者調整 導入・効果検証 運用、拡充 行政、交通事業者、民間
事業者
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現状把握 計画・調整 運用、拡充 運用、拡充 行政、防災関係機関等

現状把握 計画・調整 運用、拡充 運用、拡充 行政、防災関係機関等



資料編
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１．リニア開業による時間圏の変化

• 時間圏算出における時間設定（１）

■設定条件
• 分析には、NITASver3.1を用いて時間圏を算出。
• 近鉄・JRの特急停車駅を対象に、各駅から自動車へ乗り換えることを想定。
• リニア三重県駅の位置はJR亀山駅から10分かかるところに設置されると想定。
• リニアからの乗換においては10分の乗換時間がかかると想定。
• 将来のネットワークについては、各地方整備局および都道府県で策定された「新広域道路交通計画」に掲載されている「高規格道路」のすべて

の路線を含んで算出。
（四日市インターアクセス道路、鈴鹿亀山道路、名神名阪連絡道路、伊勢志摩連絡道路、四日市湾岸道路、奈良中部熊野道路、伊勢二見鳥羽ラ
イン）

名古屋
東京
品川駅

大阪
（大阪市）

三重
（亀山市）

40分

三重県内各地

先行開業

名古屋
東京
品川駅

大阪
（大阪市）

三重
（亀山市）

40分

２0分 ６0分

三重県内各地

全線開業
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１．リニア開業による時間圏の変化

56

• 将来ネットワークは、高規格道路（赤色）の全てが対象。

出典：近畿地方整備局「新広域道路交通計画」（令和3年7月）より抜粋 出典：中部地方整備局「中部ブロック 広域道路ネットワーク計画図（令和7年4月1日時点）」より抜粋



先行開業（フルモード）、ネットワーク2021年 全線開業（フルモード）、ネットワーク将来

全線開業（道路）、ネットワーク将来 全線開業（鉄道） 、ネットワーク将来

品川起点先行開業→全線開業全線開業のモード内訳

先行開業 全線開業

⚫ 品川90分圏がリニア三重県駅周辺に出現
⚫ 品川120分圏は伊賀地域及び中南勢地域まで拡大

全線開業_道路 全線開業_鉄道

全線開業時の品川６０分圏

全線開業時の品川９０分圏

全線開業時の品川１２０分圏

「全国総合交通分析システム（NITAS）ver3.1」より作成

１．リニア開業による時間圏の変化
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全線開業（フルモード）、ネットワーク将来

全線開業（道路）、ネットワーク将来 全線開業（鉄道） 、ネットワーク将来

大阪起点全線開業全線開業のモード内訳

全線開業

全線開業 全線開業

先行開業影響なし

⚫ 大阪60分圏がリニア三重県駅周辺に出現
⚫ 大阪120分圏は伊勢志摩地域、東紀州地域まで拡大

全線開業時の大阪６０分圏

全線開業時の大阪９０分圏

全線開業時の大阪１２０分圏

１．リニア開業による時間圏の変化

58「全国総合交通分析システム（NITAS）ver3.1」より作成



リニア開業時に想定するモビリティに関する時間短縮効果のケーススタディ

１．リニア開業による時間圏の変化

■想定するモビリティの設定

【特急鉄道型】
• 走行距離：名古屋駅－熊野市駅間は208.2kmである。
• 所要時間：名古屋駅－熊野市駅間の特急南紀における時刻表より、１日８便あるうち、それぞれの往路復路の所要時間の平均を取り、３時間７分とした。
• 表定速度：上記を踏まえて、名古屋－熊野市駅間の表定速度は66.7km/hであることから、約65km/hを表定速度として利用した。
• そのため、リニア亀山駅から津駅までの移動においては65km/hを利用し、津駅以南についてはNITAS上の鉄道利用（特急利用を想定）の数値を利用した。

（出典）交通新聞社「JR時刻表2025年10月」

【高速バス型】
• 道路利用を想定し、NITASの自動車利用時の結果をそのまま利用する。

【空飛ぶクルマ型】
• ArcherAviationやJobyAviationの機体を利用することを想定する。但し、最高速度のみしか公表されておらず、バーティポートへの発着時の時間や最高速度到達時間を

加味する必要がある。
• そのため、香川県における空飛ぶクルマに関する香川版官民協議会資料を参考に、平均速度を距離60㎞まで240km/ｈ、距離90㎞まで270km/h、距離90㎞以上を280㎞/hと

した。
（出典）香川県「空飛ぶクルマに関する香川版官民協議会（第３回）資料５ 構成団体の取組み紹介（丸紅株式会社）」

広域拠点・補完拠点

リニア三重県駅との所要時間（分）

特急鉄道型 高速バス型 空飛ぶクルマ型

伊賀・名張（伊賀上野駅） 30 30 9

津（津駅） 15 30 5

松阪（松阪駅） 25 40 9

伊勢（伊勢市駅） 55 50 13

大台（三瀬谷駅） 60 65 14

紀北（紀伊長島駅） 95 70 １９

尾鷲（尾鷲駅） 115 80 23

熊野（熊野市駅） 145 100 28

名古屋
東京
品川駅

大阪
（大阪市）

三重
（亀山市）

40分

２0分 ６0分

津

伊勢

尾鷲

熊野

伊賀・名張

全線開業＋想定するモビリティイメージ

松阪

大台

紀北
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リニア開業時に想定するモビリティに関する時間短縮効果のケーススタディ

⚫ 品川起点の各モビリティによる時間圏の変化

１．リニア開業による時間圏の変化

品川起点 各モビリティ導入の時間圏シミュレーション

想定モビなし 高速バス型

特急鉄道型 空飛ぶクルマ型

全線開業

全線開業 全線開業

全線開業

⚫ 高速バス型：津駅周辺に90分圏が拡大
⚫ 特急鉄道型：参宮線沿線で120分圏拡大箇所あり
⚫ 空飛ぶクルマ型：発着場設置（広域拠点）周辺を中心に120分圏が拡大

全線開業時の品川６０分圏

全線開業時の品川９０分圏

全線開業時の品川１２０分圏

「全国総合交通分析システム（NITAS）ver3.1」より作成 60



１．リニア開業による時間圏の変化

大阪起点各モビリティ導入の時間圏シミュレーション

新モビなし 高速バス型

特急鉄道型 空飛ぶクルマ型

全線開業

全線開業 全線開業

全線開業

⚫ 高速バス型：時間圏に大きな変化なし（松阪付近で拡大箇所有）
⚫ 特急鉄道型：明和町・伊勢市で90分圏拡大箇所あり
⚫ 空飛ぶクルマ型：県内のほぼ全域が90分圏に拡大

想定モビなし全線開業

全線開業時の品川６０分圏

全線開業時の品川９０分圏

全線開業時の品川１２０分圏

リニア開業時に想定するモビリティに関する時間短縮効果のケーススタディ

⚫ 大阪起点の各モビリティによる時間圏の変化

「全国総合交通分析システム（NITAS）ver3.1」より作成61



所要時間 一般化費用（所要時間×時間価値＋料金）※

品川方面の駅勢圏（最も早く・安く到達できる駅はどこか）

⚫ 所要時間と一般化費用を用いて最も早く・安く到達できる駅を示す駅勢圏を整理した。なお、一般化費用の算出にあたっては、NITASの機能を用いて算
出した。また、三重県駅ー品川駅、大阪市駅の料金についてはNITAS内に情報がないため、下記注釈のとおり設定した。

⚫ 所要時間では、北勢地域の四日市市、桑名市、いなべ市、木曽岬町、東員町、菰野町、朝日町、川越町では名古屋駅利用の方が早い。
⚫ 料金の概念を含めた一般化費用では、上記に加え、鈴鹿市の一部が含まれて名古屋駅利用の方が安い。東紀州地域の一部では、奈良県駅利用の方が安

いエリアもみられる。

１．リニア開業による時間圏の変化

「全国総合交通分析システム（NITAS）ver3.1」より作成

※交通手段や経路を選ぶ際に、時間だけではなく、料金の大きさも
影響します。一般化費用は、こうした利用者が移動に伴って負担
する様々なコストを単一の貨幣価値に換算して合計したものです。
今回用いた一般化費用は、所要時間に時間価値を掛けて所要時

間を貨幣価値に置き換え、これに運賃・料金を加えたものとしま
した。
所要時間は短いが料金が高額な交通手段であるリニアと、時間

がかかるが安価な交通手段（自動車や高速バスなど）と比較する
場合にこの一般化費用を用いることで、利用者の交通手段や経路
の選択の際の評価ができます。
上図はこの移動に関する負担コストの小さい駅を選択する色分

けをしたもので、最も小さな負担コストで移動できるリニア三重
県駅の範囲（赤色が三重県駅）を示したものです。
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全線開業時の名古屋駅勢圏

全線開業時の三重県駅勢圏

全線開業時の奈良県駅勢圏
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国土交通省 第３回中央新幹線小委員会「超電導リニアによる中
央新幹線の実現について」（2010年）

上記出典を元に1キロあたりの平均加算料金より三菱UFJリサー
チ＆コンサルティングが算出

◼ リニア名古屋駅以西の運賃の設定方法
⚫ 国土交通省第３回中央新幹線小委員会資料『超電導リニアによる中

央新幹線の実現について』より、収入想定について、試算上で仮定
されている、東京～名古屋、東京～大阪、名古屋～大阪の運賃・料
金を用いた。

⚫ これらの値より、1キロあたりの平均単価（2.5円/km）を算出した。
⚫ また名古屋－大阪市駅間の途中駅については、駅間距離は20㎞想定

幅の中心線を対象としている。
⚫ 上記平均単価と駅間の距離を乗じて、十の位を四捨五入することで

加算料金を算出した。
⚫ 三重県駅から品川駅間、大阪市駅間の料金については、駅間距離が

概ね同じとなる東海道山陽新幹線区間を抽出して設定した。具体的
には、三重県駅－品川駅間は東海道新幹線品川駅ー名古屋駅、三重
県駅－大阪市駅間は山陽新幹線広島－徳山駅間、品川駅－奈良県駅
間は東海道新幹線新横浜－京都間のそれぞれのぞみ料金を用いた。

上段：加算料金
下段：駅間距離



大阪方面の駅勢圏（最も早く・安く到達できる駅はどこか）

⚫ 所要時間と一般化費用を用いて最も早く・安く到達できる駅を示す駅勢圏を整理した。なお、一般化費用の算出にあたっては、NITASの機能を用いて算
出した。また、三重県駅ー品川駅、大阪市駅の料金についてはNITAS内に情報がないため、下記注釈のとおり設定した。

⚫ 所要時間では、北勢地域の桑名市、木曽岬町では名古屋駅利用の方が早く、伊賀市や名張市の県境付近では奈良県駅利用の方が早い。
⚫ 料金の概念を含めた一般化費用では、全市町で名古屋駅利用の方が安いエリアはなくなり、伊賀地域、津市や松阪市の一部、東紀州地域の一部では奈

良県駅利用の方が安いエリアもみられる。

所要時間 一般化費用（所要時間×時間価値＋料金）※
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※交通手段や経路を選ぶ際に、時間だけではなく、料金の大きさも
影響します。一般化費用は、こうした利用者が移動に伴って負担
する様々なコストを単一の貨幣価値に換算して合計したものです。
今回用いた一般化費用は、所要時間に時間価値を掛けて所要時

間を貨幣価値に置き換え、これに運賃・料金を加えたものとしま
した。
所要時間は短いが料金が高額な交通手段であるリニアと、時間

がかかるが安価な交通手段（自動車や高速バスなど）と比較する
場合にこの一般化費用を用いることで、利用者の交通手段や経路
の選択の際の評価ができます。
上図はこの移動に関する負担コストの小さい駅を選択する色分

けをしたもので、最も小さな負担コストで移動できるリニア三重
県駅の範囲（赤色が三重県駅）を示したものです。
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上記出典を元に1キロあたりの平均加算料金より三菱UFJリサー
チ＆コンサルティングが算出

◼ リニア名古屋駅以西の運賃の設定方法
⚫ 国土交通省第３回中央新幹線小委員会資料『超電導リニアによる中

央新幹線の実現について』より、収入想定について、試算上で仮定
されている、東京～名古屋、東京～大阪、名古屋～大阪の運賃・料
金を用いた。

⚫ これらの値より、1キロあたりの平均単価（2.5円/km）を算出した。
⚫ また名古屋－大阪市駅間の途中駅については、駅間距離は20㎞想定

幅の中心線を対象としている。
⚫ 上記平均単価と駅間の距離を乗じて、十の位を四捨五入することで

加算料金を算出した。
⚫ 三重県駅から品川駅間、大阪市駅間の料金については、駅間距離が

概ね同じとなる東海道山陽新幹線区間を抽出して設定した。具体的
には、三重県駅－品川駅間は東海道新幹線品川駅ー名古屋駅、三重
県駅－大阪市駅間は山陽新幹線広島－徳山駅間、品川駅－奈良県駅
間は東海道新幹線新横浜－京都間のそれぞれのぞみ料金を用いた。

上段：加算料金
下段：駅間距離



• NITASのフルモードの数値を使い、県内市町（市役所・町役場）と各リニア三重県駅との所要時間について、三重県駅利用と名古屋駅利用の所要時間の差
をみた。左側の数値は三重県駅利用の方が早く、右側の数値は名古屋駅利用の方が早く到達できることを示す。

• 津市より南の中南勢地域、伊勢志摩地域、伊賀地域、東紀州地域では、どのリニア駅に対しても三重県駅利用の方が早く到達できる。特に大阪方面の奈
良県駅、大阪市駅では三重県駅利用と名古屋駅利用に1時間程度の差がみられ、三重県駅利用の方が早く到達できる。

• 名古屋駅、中間駅、品川駅においては、鈴鹿市と亀山市ではリニア三重県駅利用の方が早く到達できるが、それ以外の北勢地域では名古屋駅利用の方が
早く到達できる。

大阪 奈良 名古屋 中間駅
岐阜

～神奈川

東京

リニア三重県駅
利用の方が早い

名古屋駅利用の
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• リニア開業による時間変化を用いた三重県内各地域への経済効果（便益）は以下のとおり試算された。

１．リニア開業による時間圏の変化

65

先行開業 全線開業

総便益（50年間）

約2,410億円

北勢 約520億円

三重県

約1,040億円

約690億円

約120億円

約40億円

中南勢

伊勢志摩

伊賀

東紀州

単年度便益

約110億円/年

約23億円/年

約47億円/年

約31億円/年

約5億円/年

約2億円/年

総便益（50年間）

約9,840億円

北勢 約2,470億円

三重県

約3,540億円

約2,590億円

約1,070億円

約180億円

中南勢

伊勢志摩

伊賀

東紀州

単年度便益

約440億円/年

約111億円/年

約158億円/年

約116億円/年

約48億円/年

約8億円/年

※各地域の起点は人流データの元となる全国幹線旅客純流動調査207生活圏をベースに以下のように設定した。
北勢  ：亀山市（三重県駅が亀山市内に設置されるため、亀山市とした）
中南勢 ：津市
伊勢志摩 ：伊勢市
伊賀  ：伊賀市
東紀州 ：尾鷲市

名古屋駅

伊賀

北勢

中南勢

伊勢志摩

東紀州

伊賀

北勢

中南勢

伊勢志摩

東紀州

名古屋駅

リニア三重県駅

各地域の起点となる市

3,000億円以上

1,000億円以上

500億円以上

100億円以上

100億円未満

総便益（50年）

出典：三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社が「全国総合交通分析システム（NITAS）ver3.1」より求められた地域間所要時間を用いて試算したもの。

リニア中央新幹線 リニア中央新幹線



◆新幹線を活用した二地域居住のPRをしている取組事例（静岡県伊豆の国市） ◆ワーケーションモデルツアー実施事例（神奈川県西部）

出典：神奈川県「県西地域におけるワーケーションモデルツアー」ホームページ出典：伊豆の国市「移住定住ガイドブック」

取組事例・参考事例

⚫ ここでは、鉄道を乗り継いで新幹線を活用した二地域居住のＰＲをしている取組事例と、田舎暮らし体験のワーケーションモデルツアーの事例を紹介し
ます。

２．戦略１に関連する事例
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◆地域体験型プログラムの開発・運営
長野県小布施町の「小布施見にマラソン」と参加ツアー

◆デジタルを活用した関係人口の拡大事例
山梨県小菅村

出典：国土交通省「小さな拠点・関係人口に関する取組について」（令和5年5月）

出典：一般社団法人小布施見にマラソン実行委員会ホームページ

取組事例・参考事例

⚫ 関係人口の拡大に関する取組事例

２．戦略１に関連する事例

出典：東武トップツアーズ「2025年「小布施見にマラソン」参加ツアー」



◆移住・二地域居住者に対する移動費負担の軽減策の事例

出典：宇都宮市「移住・定住相談窓口」出典：佐久市「佐久にくらす」

取組事例・参考事例

２．戦略１に関連する事例
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栃木県宇都宮市長野県佐久市 静岡県静岡市

出典：静岡市「静岡市の移住支援情報」

◆大都市でのコンサートやテーマパークなど余暇が
楽しめる地域となることの情報発信の事例



◆自動運転タクシーの導入事例（アメリカラスベガス）

◆モビリティハブ（大阪府堺市）

出典：Zooxプレスリリース 出典：堺市プレスリリース

取組事例・参考事例

◆レベル４の自動運転バスの導入事例（スウェーデンヨーテボリ）

出典：Karsan プレスリリース

ヨーテボリ中央駅とカルサンのリセベリ駅（約５km）を結ぶスウェーデン発の無人車両
2025年８月にレベル４自動運転の旅客サービスを開始

2023年６月より、ラスベガスの公道を走行

オンデマンドバスやシェアリングモ
ビリティなど複数の「移動サービ
ス」と、飲食や物販などの「生活
サービス」が集約された交流拠点
『モビリティハブ』を、泉北ニュー
タウン地域内に ３か所設置する実
証事業を実施
複数の『モビリティハブ』を同時に
設置する実証事業は日本初の取組

⚫ ここでは、観光交流や拠点から周辺への移動を支えるモビリティの導入
事例を中心に紹介します。

３．戦略２に関連する事例
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◆スタートアップ支援に係る中部圏の動き

出典：Central Japan Startup Ecosystem Consortium「世界に伍するスタートアップ・エコシステム拠点形成計画」

スタートアップ支援の中心となる施設・場 中部圏全体のイノベーション・スタートアップ・エコシステム

取組事例・参考事例

⚫ ここでは、スタートアップ支援に係る中部圏全体の動きを紹介します。
⚫ ビジネス交流を支える高速交通ネットワークや、名古屋都心部の集積とハブ機能と周辺地域からなるイノベーション・スタートアップ・エコシステムに

三重県も含まれており、リニアの開業による効果を生かしていくことが求められます。

４．戦略３に関連する事例
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５．基盤づくりに関連する事例

二次交通直結の事例 近年の新幹線駅の整備、新幹線駅を中心としたまちづくりにおいて、二次交通直結の動きがみられる。

富山駅：北陸新幹線と路面電車（R2.3開業） 広島駅：山陽新幹線と路面電車（R7.8開業）

福井駅：北陸新幹線と路面電車（H28.3開業） リニア山梨県駅：リニアと富士トラム構想

出典：独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構「鉄道建設に関する受賞実績」より抜粋 出典：西日本旅客鉄道「広島駅ビルプロジェクト」より抜粋

出典：福井市都市戦略部「封版LRTプロジェクトとまちづくり」資料より抜粋 出典：山梨県「（仮称）富士トラム」発表資料より抜粋
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５．基盤づくりに関連する事例

新潟駅：上越新幹線とバスターミナル（R6.3開業） 近鉄大阪上本町駅：駅とバスターミナル（R7.3開業）

出典：近鉄バス株式会社「のりば案内」より出典：新潟市「広報にいがた令和6年2月18日（3月31日（日曜）新潟駅バスターミナル供
用開始）」より

二次交通直結の事例 鉄道駅とバスターミナルを直結させる動きがみられる。
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↑万代口イメージ

→南口イメージ



５．基盤づくりに関連する事例

リニア駅と高速道路との直結の事例 名古屋以東のリニア中間駅では、高速道路との直結性を重視している。

岐阜県駅×濃飛横断自動車道 長野県駅×座光寺上郷道路 山梨県駅×甲府中央SIC

出典：岐阜県「濃飛横断自動車道中津川工区」パンフレット 出典：長野県「リニア駅周辺の道路整備」パンフレット 出典：山梨県「甲府中央スマートIC事業概要」
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５．基盤づくりに関連する事例

新幹線名
開業年

駅利用者数 駅駐車場台数 無料から有料（検討含む）になった経緯

越前たけふ駅
（福井県越前市）

北陸新幹線
2024年
3月16日

484人／日

合計437台
有料13台
無料434台

※併設する道の駅170台（無料）

慢性的に混雑が発生しており、金、土、日
の利用率は9割を超える。
市では新たに100台分の駐車場を整備するこ
とにしているが、有料にするか含めて対策
を検討中。

新玉名駅
（熊本県玉名市）

九州新幹線
2011年
3月12日

533人／日
合計477台
有料477台（※）

※入庫から1時間無料

九州新幹線の駅前では唯一無料の公設駐車
場であったが、混雑がひどくなり、混雑解
消のため2019年4月より有料化。

黒部宇奈月温泉駅
（富山県黒部市）

北陸新幹線
2015年
3月14日

1,582人／日
合計682台
有料453台
無料229台

駅に近い駐車場（第1～第3駐車場）は2023
年度より有料化。駅から離れている駐車場
（第4、5駐車場）は引き続き無料で利用可。

⚫ 郊外に立地する新幹線駅の駐車場の無料・有料の状況をみると、駅前駐車場の混雑が発生しているケースが複数みられ、当初無料であったの
が、有料化している状況にある。

⚫ 駅から近い駐車場は有料で、離れている駐車場は無料といった黒部宇奈月温泉駅の事例もみられる。

新幹線駅前駐車場の無料から有料化となった事例

駅前の駐車場のあり方
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出典：越前市「越前たけふ駅及び駅東PR&駐車場利用動向調査結果」（令和７年４月）、玉名市ホームページ「新玉名駅の駐車場利用について」、黒部市「広報くろべ」（令和５年３月）



５．基盤づくりに関連する事例

新たなモビリティのニーズ検証事例・導入事例

東北新幹線盛岡駅
＋空飛ぶクルマ（ヘリコプター）

九州新幹線新八代駅
＋電動アシスト付き自転車、電動キックボード

出典：東日本旅客鉄道株式会社、川崎重工株式会社、FPV Robotics株式会社「プ
レスリリース」（令和6年9月）より抜粋

出典：アウトドアステーションやつしろホームページ

カーシェアリング需要の拡大 新しい交通手段として、カーシェアリングの会員数の増加が著しい。
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南紀白浜空港が提示する東京から飛行機＋電車・バスで南紀を巡
る「白浜空港から始まるモデルコース」の一例

出典：株式会社南紀白浜エアポートホームページ

６．リーディングプロジェクトに関連する事例

南紀白浜空港からのリムジンバスの運行

行き（新幹線）
⚫ 東京→金沢8:36発－11:05着
金沢市内泊、和倉温泉泊

帰り（飛行機）
⚫ 能登空港→羽田空港17:05発－18：10着

料金に含まれるもの
⚫ JR券、航空券、空港諸税、宿泊費、レンタカー代

羽田空港

金沢駅

能登空港

東京駅

北陸新幹線

空港と新幹線駅を活用した観光モデルコースの事例（北陸新幹線
金沢駅、能登空港、2泊3日）

出典：株式会社メメントリップホームページより作成

出典：株式会社南紀白浜エアポートホームページ
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６．リーディングプロジェクトに関連する事例

■観光周遊実態 ①主要12地点間のつながり

（移動者の合計）

自家用車やバス移動を含めた道路利用では、伊勢神宮を中心とした伊勢志摩エリア＋VISONの周辺と、ナガシマリゾートを中心とした湯の山温泉、鈴鹿サーキット
との周遊がみられる。

5万人以上

３～５万人

１～３万人

5千～１万人

5千人未満

429,482 

223,688 

161,010 

168,417 

98,693 

73,239 

69,195 

15,109 

5,333 

4,967 

1,802 

0 200,000 400,000

伊勢神宮

VISON

ナガシマリゾート

志摩スペイン村

湯の山温泉

鈴鹿サーキット

鳥羽水族館

伊賀上野城

松坂城跡

鬼ヶ城

赤目四十八滝

人/月

⚫ 位置情報データを用いて三重県の集客スポットの周遊の
実態を把握。

⚫ 対象地点
⚫ 三重県観光客実態調査の調査地点
⚫ 「道の駅」及びトリップアドバイザー（2025年4

月時点）の口コミ数が100未満を削除
⚫ 中間報告の地域交通拠点の設定の際に集客施設と

して整理した地点を追加（VISON、熊野古道）
⚫ 同じ市町内に複数地点を対象としないこととする

ため、伊賀市は上野公園（伊賀上野城）を対象
⚫ 各エリアで2か所以上を対象とするが「中南勢」

が1か所のみであるので、トリップアドバイザー
口コミ数から「松坂城跡・御城番屋敷」を対象

⚫ 位置情報データ
⚫ 令和６年１０月
⚫ 250mメッシュ
⚫ 対象地点滞在者（滞在時間判定30分）の前後の

メッシュを集計
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VISON

鈴鹿サーキット

伊賀上野城

赤目四十八滝

湯の山温泉

鬼ヶ城

熊野古道馬越峠 鳥羽水族館

ナガシマリゾート

松坂城跡

志摩スペイン村

伊勢神宮

（凡例）



次世代モビリティに関する事例

⚫ 愛知県における高速バスの自動運転実証

⚫ 自走式ロープウェイイメージ

愛知県における高速バスの自動運転実証

概要：全国初となる高速バス路線の自動運転化をめざすもの

運行ルート：大府 PA(知多半島道路)〜半田中央JCT~中部国際空港

※自動運転(レベル2)は半田中央 JCT~中部国際空港

実施予定時期：2025年8月～11月

自走式ロープウェイ

Zip Infrastructure株式会社（2018年設立）

特徴：低コスト、自由設計、自動運転、快適・安心走行

現況：国内12の自治体と連携。導入可能性調査を実施中

稲城市、神奈川県、静岡市、相模原市、石狩市、富谷市、南相馬市、秦野市、
福岡市など

出典：名鉄グループバスホールディングス株式会社プレスリリース（令和7年6月） 出典： Zip Infrastructure株式会社ホームページ

６．リーディングプロジェクトに関連する事例
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次世代モビリティに関する事例

⚫ 西湘・足柄レンたび（令和6年10月サービス開始）

⚫ SEA－Board（電動キックボードシェアリングサービス）

⚫ Eemo（電気自動車に特化したカーシェアリングサービス）

出典：西湘・足柄レンたび公式HPhttps://rentabi.info/

６．リーディングプロジェクトに関連する事例
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経済産業省「第11回空の移動革命に向けた官民協議会」資料２より

導入時期 成長期 成熟期 完成期

２０２０年代後半 ２０３０年代前半 ２０３０年代後半 ２０４０年代以降

大
都
市
圏

一部の都市において、既存施設や先行し
て整備されるＶＰを活用して、主要なエ
リアを結ぶ 二地点間運航や、ベイエリ
ア等における遊覧飛行など、非日常的な
体験として商用運航が限定 的にスター
トする。 空港アクセスとしての運航開
始に向け、段階的に実証※が重ねられ、
既存機との運航調整な どのノウハウが
官民双方で蓄積される。 ※この実証に
は商用運航が含まれる

新たなＶＰがいくつか整備され、大都市
圏の中心都市とその数十キロ圏にある都
市を結ぶ都 市間運航が拡大し、各大都
市圏で広域的な運航ネットワークの原型
が形成される。 都市間運航が活性化す
るにつれ、都市中心部とその周辺を結ぶ
都市内運航が一部の主要なエ リアにお
いてスタートする。 ベイエリア等以外
の、中心市街地などで都市景観を楽しむ
遊覧も拡大する。 既存機との調整や関
連する施設整備などの課題が解決され、
空港と大都市圏の商業施設やホ テル等
を結ぶ空港アクセスサービスが一部で開
始される。導入初期は、低頻度で実装さ
れ、運 航を重ね徐々に頻度を高めてい
く。

大都市圏内の都市間運航が更に拡大し、
各大都市圏における広域的な運航ネット
ワークが形 成され、主要な都市間の自
由な往来が更に可能となる。 屋上など
多様な場所でのＶＰ整備が進むことで、
都市内でも複数地点で離着陸が可能とな
り、都市内運航が拡大し都市内ネット
ワークの原型が形成される。 空港乗入
れのオペレーションが成熟し、空港アク
セスの運航サービスが提供される空港数
が 拡大。導入済の空港では、運航頻度
が高まりサービスとして定着。一部で空
港間の移動も。乗 り継ぎ時間の短縮な
ど利便性の更なる向上のために、関連す
るハード整備なども進められる。

大都市圏同士が空飛ぶクルマで結ばれる
ことで、時間距離が短縮し、仕事や私用
での日常の 行動圏が広がる。 駅周辺や
商業施設、主要な建物の屋上など、都市
内の様々な場所でＶＰが一般的に整備さ
れ、空飛ぶクルマが気軽にいつでもどこ
でも乗れるようになる。空の移動が拡大
した結果、地 上交通の緩和にも繋がる。
空港への移動手段のひとつとしても空飛
ぶクルマが定着し、大都市圏から短時間
かつプライ ベートな移動を選択するこ
とが可能となる。

地
方
部

一部の先行する地方において、日本なら
ではの景勝地（多島美、山岳、古墳、世
界遺産な ど）で空から景色を一望する
ための遊覧飛行などの商用運航や、拠点
間での貨物輸送の実証な どがスタート
する。

拠点となる地点に整備されたＶＰを中心
に複数のＶＰが整備され、遊覧飛行が拡
大するととも に、観光地や空港へのア
クセスに課題を抱える地域に観光客を送
迎するための二地点間運航が 開始され
る。また、物流拠点にＶＰが整備され、
貨物輸送サービスが開始される。

全国各地の観光地で空飛ぶクルマが利用
できるようになり、周辺観光地への移動
や地方空港 への乗り入れなどの用途が
広がり観光利用が定着する。運航コスト
が大幅に削減されること で、運賃が低
減し、観光客が空飛ぶクルマを一般的な
移動手段の 1 つとして活用するように
な る。 観光利用に限らない、日常の移
動手段として空飛ぶクルマの運航もス
タートする。導入初期 は、高低差や交
通網が十分発達していないため移動が困
難なエリア、離島など、空飛ぶクルマ
の運航特性がより発揮される箇所で導入
が図られる。 こうした運航拡大により、
一部地域において広域的な運航ネット
ワークの原型が形成される。

観光地まで短時間で快適に移動できるよ
うになり、一度の旅行で複数地点を訪れ
るなど、旅 行の選択肢が広がり、立地
によりポテンシャルを発揮しきれていな
かった観光地にも注目が集 まる。オー
バーツーリズムの解消や全国分散型の観
光拡大にも寄与。 日常の移動手段のひ
とつとして空飛ぶクルマが定着。ＶＰ等
インフラの最小限の整備により 移動手
段を獲得出来るというメリットを活かし
て、移動や物流、防災などの社会課題を
抱える 地域の解決策の一つとなり、持
続可能な地方のあり方に貢献する。

公
的
利
用
等

いくつかの自治体において、救急医療、
災害対応などの公的目的での導入に向け
た検討が行 われる。

ドクターヘリの空白地域などにおいて、
ドクターヘリの補完として救急医療の現
場で活用が 開始される。具体的には、
病院間の医師や患者の移動、事故現場等
への医師搬送、臓器等の輸 送手段など
の活用が考えられる。

機体性能の向上やコストの低下に伴い、
多くの自治体での医療・救急用途、災害
対応として の利用が拡大する。

安全かつ効率的な移動手段として、医療
等の実施に必要な移動手段の確保維持に
寄与する。

６．リーディングプロジェクトに関連する事例

80出典：経済産業省「第11回空の移動革命に向けた官民協議会」（令和7年8月）資料２ 大阪・関西万博後の社会実装の実現イメージについて（案）より作成



国土交通省「自動運転に関する取組進捗状況について」資料２より

６．リーディングプロジェクトに関連する事例
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出典：国土交通省「第7回国土交通省自動運転戦略本部」（令和7年1月）資料２ 自動運転に関する取組進捗状況について



みえリニア戦略プラン（仮称）

三重県地域連携・交通部

広域交通・リニア推進課

〒514-8570津市広明町13番地
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